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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物を阻害するための組成物であって、少なくとも３０ｗｔ％の化合物Ｘまたはその
混合物を含み、前記化合物Ｘが式（Ｉ）に従う組成物。
【化１】

［式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である］
【請求項２】
　水溶液である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　少なくとも４０ｗｔ％の化合物Ｘを含む、請求項１～２のいずれか一つに記載の組成物
。
【請求項４】
　ポンプ輸送可能な液体である、請求項１～３のいずれか一つに記載の組成物。
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【請求項５】
　組成物の粘度が１ｍＰａ．ｓ～２０，０００ｍＰａ．ｓである、請求項１～４のいずれ
か一つに記載の組成物。
【請求項６】
　化合物Ｘが式（Ｉ）の化合物の混合物であり、Ｒが－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（Ｃ
Ｈ２）６ＣＨ３である、請求項１～５のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項７】
　水、グリコール、エタノール、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される溶
剤を含む、請求項１～６のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項８】
　化合物Ｘ以外に抗菌活性物質を含まない、請求項１～７のいずれか一つに記載の組成物
。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一つに記載の組成物を合成するための方法であって、
（ａ）Ｎ－メチル－グルカミンをオクタン酸、デカン酸またはその混合物と接触させて反
応ブレンドを形成するステップと、
（ｂ）反応ブレンドを加熱して水を蒸発させるステップと、
（ｃ）反応ブレンドを少なくとも１時間反応させるステップと、
（ｄ）任意選択的に、請求項１～８のいずれか一つに記載の組成物を単離するステップと
を含む方法。
【請求項１０】
　－　式（Ｉ）：
【化２】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　抗菌活性物質と
を含む防腐剤濃厚物。
【請求項１１】
　化合物Ｘと抗菌活性物質の重量比が１：９～９：１である、請求項１０に記載の濃厚物
。
【請求項１２】
　抗菌活性物質が防腐剤であり、防腐剤が芳香族アルコール、有機酸およびそれらの塩、
ヒドロキシピリドン、アルキルジオール、ハロゲン化化合物、イソチアゾリノン、ならび
にそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１０～１１のいずれか一つに記
載の濃厚物。
【請求項１３】
　防腐剤ブースターとしての、または抗菌剤としての、式（Ｉ）：
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【化３】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物の使用。
【請求項１４】
　化合物Ｘが式Ｉによる化合物の混合物であり、Ｒが－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（Ｃ
Ｈ２）６ＣＨ３である、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　請求項１～８のいずれか一つに記載の組成物を抗菌活性物質に添加して製剤を形成する
ステップを含む、微生物の作用を低減する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、微生物を阻害するための組成物、ならびに関連するプロセス、製剤、濃厚物
および使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧品製剤などの家庭用製剤の防腐は、製剤の有効期間を延長し、したがって消費者に
とっての費用対価が高まる。さらに、防腐剤は、消費者が微生物を家の周りまたは自身に
撒き散らすのを防ぎ、それ故に健康効果をもたらす。抗菌活性物質は、当技術分野で十分
に報告されており、優れた性能をもたらす利用可能なものが多くある。
【０００３】
　ＵＳ２０１２／０１０００８５Ａ１（２０１２、Ｃｌａｒｉａｎｔ）（特許文献１）に
おいてＫｌｕｇらは、ａ）５～９５重量％のモノカプリル酸ソルビタン、およびｂ）５～
９５重量％の、そこで開示された式（１）の１つまたは複数のアルコールを含有する液体
組成物を開示している。Ｋｌｕｇらは、第４欄で、化粧用、皮膚用または医薬用製剤中の
抗菌的に活性なアルコールの合計量を低く保つこと、ならびに抗菌的に活性なアルコール
の抗菌作用を相乗的に支持する皮膚科学的および毒物学的に無害な物質を見出すことの目
的を論じている。次いで、Ｋｌｕｇらは化粧品において界面活性剤および乳化剤として既
に知られ、使用されているモノカプリル酸ソルビタンは、まさにこれらの条件を満たすこ
とが見出されたことを述べている。
【０００４】
　しかし、優れた抗菌性能をもたらし、それにもかかわらず防腐活性レベルを最小限に止
める一連の洗練された防腐システムを実現することが望まれている。Ｋｌｕｇらの記載と
一致して、優れた有効性を有する多くの周知の防腐活性物質は、例えば消費者受容の低下
、健康不安、または規制上の制限のために好ましくない。そのような活性物質のレベルも
また、同じ理由で（法的に）制限される可能性がある。さらに、防腐システムの全ての要
素が、持続可能性目標を満足させ、家庭用製剤ができる限り環境に優しいことを確保する
ことが望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＵＳ２０１２／０１０００８５Ａ１
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、優れた抗菌効果をもたらし、それにもかかわらず消費者に大いに受け入れ
られ、健康上または規制上の懸念が生じず、優れた持続可能性および環境保全性プロファ
イルを有する、さらにより洗練された防腐システムおよびそれらの要素を提供することが
必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の態様において、本発明は、微生物を阻害するための組成物であって、式（Ｉ）：
【０００８】
【化１】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による、少なくとも３０ｗｔ％の化合物Ｘまたはその混合物を含む組成物に関する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
定義および概要
　本発明の全ての態様の全ての実施形態を含む本文書において、特に具体的に記載しない
限り、以下の定義が適用される。全ての百分率は、組成物全体の重量（ｗ／ｗ）による。
全ての比は重量比である。「ｗｔ％」は重量百分率を意味する。「部（ｐａｒｔｓ）」、
例えば１部のＸと３部のＹの混合物とは、重量比のことである。「ＱＳ」または「ＱＳＰ
」は、１００％または１００ｇに対して十分な量を意味する。＋／－は、標準偏差を示す
。全ての範囲は、包含的であり、および組み合わせ可能である。有効桁数は、示された量
に対する限定を表すものでも、測定値の正確度に対する限定を表すものでもない。全ての
数量は、「約」という単語により修飾されると理解される。全ての測定は、２３℃および
周囲条件で行われると理解され、「周囲条件」は、１大気（ａｔｍ）圧および５０％の相
対湿度を意味する。「相対湿度」とは、同じ温度および圧力における飽和水分レベルと比
べた、空気の水分含量の比率（パーセントとして記載される）を指す。相対湿度は、湿度
計、特にＶＷＲ（登録商標）Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ製のプローブ湿度計を用いて測
定することができる。本明細書において「ｍｉｎ」は、「分（ｍｉｎｕｔｅまたはｍｉｎ
ｕｔｅｓ）」を意味する。本明細書において「ｍｏｌ」は、モルを意味する。本明細書に
おいて数字の後の「ｇ」は、「グラム（ｇｒａｍまたはｇｒａｍｓ）」を意味する。「例
えば（Ｅｘ．）」は、「例」を意味する。全ての量は、列挙された成分に関連する場合、
活性レベル（「固体」）に基づいており、市販の材料に含まれ得る担体または副生成物を
含まない。本明細書において、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、他のステップおよ
び他の成分を加えた状態であり得ることを意味する。「含む」は、「からなる（ｃｏｎｓ
ｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」および「から本質的になる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎ
ｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」という用語を包含する。本発明の組成物、製剤、方法、使用、キ
ット、およびプロセスは、本明細書に記載された本発明の要素および制限、ならびに本明
細書に記載された追加のまたは任意選択の成分、構成要素、ステップ、または制限のいず
れかを含む、これらからなる、およびこれらから本質的になることができる。本明細書に
記載された実施形態および態様は、組み合わせて明示的に例示されていないにもかかわら
ず、不相容性が記載されない限り、他の実施形態および／または態様の要素、特徴もしく
は構成要素を含むことができ、またはこれらと組み合わせることができる。「少なくとも
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一つの実施形態において」は、本発明の一つもしくは複数の実施形態、任意選択的に全て
の実施形態、または実施形態の大きなサブセットが、その後に記載される特徴を有するこ
とを意味する。量の範囲が与えられる場合、これらは、組成物中の前記成分の合計量とし
て理解されるべきであり、または一つを超える種が成分の定義の範囲内にある場合、その
定義に適合する、組成物中の全ての成分の合計量として理解されるべきである。例えば、
組成物が１％～５％の脂肪アルコールを含むならば、２％のステアリルアルコールおよび
１％のセチルアルコールを含み、他の脂肪アルコールを含まない組成物は、この範囲内に
あることになる。
【００１０】
　「分子量」または「Ｍ．Ｗｔ．」または「ＭＷ」および文法的な同等物は、数平均分子
量を意味する。
【００１１】
　「粘度」は、ＤＩＮ　５３０１９による冷却／加熱容器およびセンサーシステムを備え
るＨＡＡＫＥ回転粘度計ＶＴ　５５０を用いて、２５℃、１２．９ｓ－１のせん断速度で
測定される。
【００１２】
　「水溶性」とは、２５℃の水中、０．１重量％の材料の濃度で肉眼では透明な溶液を形
成するのに十分に可溶性である任意の材料を指す。「水不溶性」という用語は、「水溶性
」ではない任意の材料を指す。
【００１３】
　「乾燥した」または「実質的に乾燥した」は、周囲条件、２５℃で測定する場合、５％
未満、３％未満または、２％未満、１％未満、または約０％の液体形態である任意の化合
物または組成物を含むことを意味する。液体形態であるそのような化合物または組成物に
は、水、油、有機溶剤、および他の湿潤剤が挙げられる。「無水」は、組成物が、組成物
の総重量で５％未満、３％未満または、２％未満、１％未満、または約０％の水を含むこ
とを意味する。
【００１４】
　「実質的に含まない」または「実質的にない」は、組成物または製剤の総重量で１％未
満、または０．８％未満、または０．５％未満、または０．３％未満、または約０％を意
味する。
【００１５】
　「誘導体」には、所与の化合物のアミド、エーテル、エステル、アミノ、カルボキシル
、アセチル、酸、塩および／またはアルコール誘導体が挙げられるが、これらに限定され
ない。少なくとも一つの実施形態において、「その誘導体」は、アミド、エーテル、エス
テル、アミノ、カルボキシル、アセチル、酸、塩およびアルコール誘導体を意味する。
【００１６】
　「モノマー」は、開始剤の存在下での重合、または例えば重縮合、重付加、アニオンも
しくはカチオン重合などの巨大分子を作り出す任意の好適な反応を受けることができる、
別々の、重合されていない化学的部分を意味する。「単位」は、既に重合されている、す
なわちポリマーの一部であるモノマーを意味する。
【００１７】
　「ポリマー」は、二つ以上のモノマーの重合から形成される化学物質を意味する。「ポ
リマー」という用語は、モノマーの重合および天然のポリマーによって作られる全ての材
料を含むものとする。一種類のモノマーのみから作られるポリマーは、ホモポリマーと呼
ばれる。本明細書において、ポリマーは、少なくとも二つのモノマーを含む。二つ以上の
異なる種類のモノマーから作られるポリマーは、コポリマーと呼ばれる。異なるモノマー
の分布は、ランダム、交互、またはブロック様（すなわちブロックコポリマー）であって
もよい。本明細書で使用される「ポリマー」という用語は、ホモポリマーおよびコポリマ
ーを含む任意の種類のポリマーを含む。
【００１８】
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　「キット」は、複数の構成要素を含むパッケージを意味する。「キット」は、「パーツ
のキット」と呼ぶことができる。キットの例は、例えば、第１の組成物および別個にパッ
ケージされた第２の組成物、ならびに任意選択的に適用説明書である。
【００１９】
　「ヘアスタイリングポリマー」は、表面に被膜を形成する整髪ポリマー、すなわち、被
膜形成ポリマーを意味する。「ヘアスタイリングポリマー」および「被膜形成ポリマー」
は、当技術分野で互換的に使用される。毛髪科学の文脈において、この表面は一本一本の
毛髪繊維またはその複数の表面である。ヘアスタイリングポリマーは、毛髪繊維を一緒に
接着させて一つにまとめ、保持効果をもたらす効果的な架橋となる。同時に、これらの密
着は「ヘアネット」を形成して、毛髪の固定およびボリューム効果を消費者にもたらす。
密着ネットが効果的に形成される場合、固定およびボリューム効果は終日持続し得、環境
湿度に対する良好な抵抗性を提供する。
【００２０】
本発明の説明および本発明により提供される利点
　本発明は、微生物を阻害するための組成物に関し、組成物は化合物Ｘを含む。化合物Ｘ
は、特定のタイプの脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミド（ｆａｔｔｙ　Ｎ－ｍｅｔｈｙｌ　
ｃｙｃｌｉｃ　ｇｌｕｃａｍｉｄｅ（ｓ））に関する。驚くべきことに今回、そのような
特定の脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドが、微生物の増殖を阻害できることが見出された
。
【００２１】
　Ｚｅｃｈは、ＵＳ２９９３８８７（１９６１、Ａｔｌａｓ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ）において「複素環アミド」を開示し、「化学中間体、乳化剤、湿潤剤および分散剤
、染色補助剤、帯電防止剤、腐食抑制剤、洗剤、繊維用柔軟剤および滑剤、潤滑添加剤と
して有用」であり得ると述べている。Ｚｅｃｈの１欄に開示された置換基Ｒ、Ｒ１および
Ｒ２を有する一般式（Ｉ）は、可能な選択肢の非常に長いリストからそれぞれ選択するこ
とができる。Ｚｅｃｈの請求項１は、Ｒが実験式（Ｃ６Ｈ８（ＯＨ）３Ｏ）に対応するこ
とを要求している。Ｚｅｃｈにおいて本発明の明らかなおよび明確に導き出せる開示は、
化学構造的観点からも目的および効果の観点からもない。さらに、Ｚｅｃｈの従属特許請
求の範囲に開示された構造、およびＺｅｃｈの例において使用される材料の記載は、当業
者を本発明から遠ざけるものである。
【００２２】
　ＵＳ１９８５４２４（１９３４、ＩＣＩ）においてＰｉｇｇｏｔは、「繊維用補助剤」
および「ポリヒドロキシアルキル－アルキルアミドのアルキレンオキシド誘導体」を開示
している。Ｐｉｇｇｏｔｔにおいて本発明の明らかなおよび明確に導き出せる開示は、化
学構造的観点からも目的および効果の観点からもない。特に、本明細書で請求される特定
のタイプの脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドの明示的な開示は、Ｐｉｇｇｏｔｔにはない
。
【００２３】
　Ｙｕｔａｋａらは、ＪＰＨ０７５３９８８（１９９５、Ｌｉｏｎ）において洗剤組成物
を開示している。Ｙｕｔａｋａにおいて本発明の明らかなおよび明確に導き出せる開示は
、化学構造的観点からも目的および効果の観点からもない。
【００２４】
　Ｃｏｎｎｏｒらは、ＷＯ９２／０６０７０（１９９２、Ｐ＆Ｇ）においてグルカミド洗
剤のための高触媒プロセスを開示している。Ｃｏｎｎｏｒにおいて本発明の明らかなおよ
び明確に導き出せる開示は、化学構造的観点からも目的および効果の観点からもない。さ
らに、当業者は、Ｃｏｎｎｏｒの請求項２および３の目的節から、環状グルカミド化合物
を避けるように教示される。
【００２５】
　本明細書で請求される特定の脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドは、短いアルキル鎖ポリ
オールであり、両親媒性化合物を表す。疎水性アルキル鎖および親水性頭部基は、化合物
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Ｘを油／水、水／空気、または水／リン脂質層の相間に追いやる。表面張力はこれにより
低減する。これは、例えば微生物の細胞壁との相互作用を可能にし、伝統的な防腐剤の作
用機構において重要な相乗的役割を果たす。化合物Ｘは、例えば、極性溶剤の疎水性成分
を乳化もしくは可溶化し、または界面活性剤ベース系／界面活性剤溶液の粘度を調節する
ことにより油／水相間を安定化させることができる。
【００２６】
　防腐剤の分野における規制上の制限により、調合者にとって製剤を有効に防腐するため
の手段が限られるようになった。合成および石油ベースの成分は、多くの理由、例えば、
持続可能性、安全性、不純物、環境に優しくないプロセス、廃棄物の発生、遅い生分解性
、消費者の間の悪評のために世間の厳しい目にさらされている。微生物による製剤の汚染
に対して十分な防御を提供するために、より低量の防腐剤は、その防腐効力が支持／改善
されなければならない。防腐剤ブースターは、使用される古典的な防腐剤のレベルが低下
することによる有効性のギャップを克服し、防腐剤の有効性を相乗的に強化するのに使用
される。一般に使用される防腐剤ブースターは、水溶性に乏しく、または完全に水不溶性
である。ほとんどの製剤が多量の水を含有しているため、このことはその製剤化を難しく
する。製剤中の成分を保つために可溶化剤を使用しなければならない可能性がある。本発
明により、可溶化剤のコストを節約し、製剤の複雑さを低減し、より多くの成分を貯蔵す
る必要性を低減することができる。
【００２７】
　実際に、本発明は、優れた性能を提供し、製剤を防腐する手段に関して決定する場合に
優れた選択肢を調合者に提供する。本発明の特定のタイプの脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカ
ミドは、微生物の増殖を阻害し、故に調合者の選択肢を広げる。実際に、化合物Ｘは水溶
性であり、１％で水に溶解して透明な溶液を得ることができる。同様に、１０％の水を９
０％の化合物Ｘの組成物で溶解して透明な溶液を得ることができ；アミド結合によってｐ
Ｈ４～１０のｐＨ範囲で安定であり、これにより一般に使用されているエステルと比べて
優れた安定性を提供し；（アミド化中の）加工助剤を必要することなく、費用効率の高い
反応で合成することができる。別の利点は、化合物Ｘが粘稠液であり、それ故に多種多様
な異なる製剤で容易に使用することができるという事実にある。さらに、本発明の特定の
タイプの脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドは、再生可能な原料のグルコースおよび脂肪酸
に基づいており、これがより持続可能な溶液を提供する。該溶液も、エチルヘキシルグリ
セリン（ＥＨＧ）またはオクタンジオールなどの一般に使用されているブースターより持
続可能である。さらに、グルコースは、多くの他の糖および糖由来成分より容易に利用可
能であり、消費者によく理解され、受容されている。さらに、本発明の特定のタイプの脂
肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドは、多くの他の利点を提供する。その界面活性剤様構造に
よって、本発明の特定のタイプの脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドは、ヒドロトロープと
しておよびまた湿潤剤として作用することができる。また、本発明の特定のタイプの脂肪
酸Ｎ－メチル環状グルカミドは、高ＨＬＢ非イオン性界面活性剤様構造によって乳化剤と
して、および同じ理由で可溶化剤として作用することができる。
【００２８】
　本発明およびその態様の詳細を以下に提供する。
【００２９】
第１の態様
　第１の態様は、微生物を阻害するための組成物であって、式（Ｉ）：
【００３０】
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【化２】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による、少なくとも３０ｗｔ％の化合物Ｘまたはその混合物を含む組成物に関する。少な
くとも一つの実施形態において、組成物は、組成物の総重量で少なくとも３０ｗｔ％であ
る化合物Ｘの合計量を含む。
【００３１】
　特異的化合物Ｘは、脂肪酸Ｎ－メチル環状グルカミドの一種である。式（Ｉ）は、Ｒが
、飽和または不飽和であってもよい、および７個または９個の炭素原子のどちらかを有さ
なければならない炭化水素鎖であるという点で、そのような特異的脂肪酸Ｎ－メチル環状
グルカミドの複数の種を包含する。少なくとも一つの実施形態において、組成物は、化合
物Ｘが式（Ｉ）によるＣ７およびＣ９化合物の組み合わせである、少なくとも３０ｗｔ％
の化合物Ｘを含む。少なくとも一つの実施形態において、化合物Ｘは、式（Ｉ）による異
なる化合物の混合物であり、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３で
ある。
【００３２】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は、少なくとも４０％、好ましくは少なく
とも５０％、より好ましくは少なくとも６０％、さらにより好ましくは７０ｗｔ％、さら
により好ましくは少なくとも８０ｗｔ％、最も好ましくは少なくとも９０ｗｔ％の化合物
Ｘを含む。
【００３３】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は、式（Ｉ）（式中、Ｒは、７個または９
個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）による、単一の化合物Ｘを含
む。換言すれば、組成物は、式（Ｉ）（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する
飽和または不飽和炭化水素鎖である）による１種類の化合物Ｘのみを含み得る。そのよう
な純粋な組成を有することは、他の成分との化学的相互作用がより容易に予測できるとい
うメリットがある。さらに、成分がより複雑な混合物ではなく１種類の分子に関係すれば
、消費者にとってより望ましい。
【００３４】
　組成物が、式（Ｉ）（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽
和炭化水素鎖である）による一つの特定の種類の化合物Ｘの最小量を含むことが望ましい
場合がある。少なくとも一つの実施形態において、組成物は、式（Ｉ）：
【００３５】
【化３】

（式中、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である）
による、少なくとも１５ｗｔ％の化合物Ｘを含む。少なくとも一つの実施形態において、
組成物は、式（Ｉ）（式中、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３で
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ある）による、少なくとも３０ｗｔ％、好ましくは少なくとも４０ｗｔ％、好ましくは少
なくとも５０ｗｔ％、より好ましくは少なくとも６０ｗｔ％、さらにより好ましくは７０
ｗｔ％、さらにより好ましくは少なくとも８０ｗｔ％、最も好ましくは少なくとも９０ｗ
ｔ％の化合物Ｘを含む。
【００３６】
　少なくとも一つの実施形態において、化合物Ｘは、式（Ｉ）（式中、Ｒは、７個または
９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）による異なる化合物の混合
物であり、好ましくはＣ７：Ｃ９の重量比は３：７～７：３、好ましくは４：６～６：４
である。精製ステップを回避でき、および／またはより多様な出発材料を使用できるため
、異なる化合物の混合物が使用されることが望ましい。実際に、純度の向上は、通常、費
用の増加と相関する。それ故に、化合物の混合物は、経済的利益をもたらす可能性がある
。
【００３７】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は水溶液である。
【００３８】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は溶剤を含む。少なくとも一つの実施形態
において、組成物は、水および／またはアルコールを含む溶剤を含む。溶剤は、液体形態
で本発明において使用される化合物を提供するのに有用である。少なくとも一つの実施形
態において、溶剤は美容的に許容可能である。少なくとも一つの実施形態において、組成
物は、少なくとも１０ｗｔ％、好ましくは少なくとも２０ｗｔ％、より好ましくは少なく
とも３０ｗｔ％、さらにより好ましくは少なくとも５０ｗｔ％の水を含む。水は、経済的
理由で有用であるが、美容的に許容可能であることからも有用である。任意選択的に組成
物は、低級アルキルアルコールなどの水混和性または水溶性溶剤を含む。少なくとも一つ
の実施形態において、組成物は、Ｃ１～Ｃ５アルキル一価アルコール、好ましくはＣ２～
Ｃ３アルキルアルコールを含む。存在し得るアルコールは、好ましくはエタノールおよび
イソプロパノールなどの、美容上の目的で慣用される１～４個の炭素原子を有する特に低
級一価または多価アルコールである。
【００３９】
　任意選択的に、組成物は水溶性多価アルコールを含む。少なくとも一つの実施形態にお
いて、水溶性多価アルコールは、分子中に２個以上のヒドロキシル基を有する多価アルコ
ールである。少なくとも一つの実施形態において、水溶性多価アルコールは、エチレング
リコール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、１，２－ブチレングリコー
ル、１，３－ブチレングリコール、１，４－ブチレングリコール、テトラメチレングリコ
ール、２，３－ブチレングリコール、ペンタメチレングリコール、２－ブテン－１，４－
ジオール、ヘキシレングリコール、オクチレングリコールなどの二価アルコール；グリセ
リン、トリメチロールプロパン、１，２，６－ヘキサントリオール等などの三価アルコー
ル；ペンタエリスリトールなどの四価アルコール；キシリトール等などの五価アルコール
；ソルビトール、マンニトールなどの六価アルコール；ジエチレングリコール、ジプロピ
レングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、テトラエチレン
グリコール、ジグリセリン、ポリエチレングリコール、トリグリセリン、テトラグリセリ
ン、ポリグリセリンなどの多価アルコールポリマー；エチレングリコールモノメチルエー
テル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル
、エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル
、エチレングリコールモノ－２－メチルヘキシルエーテル、エチレングリコールイソアミ
ルエーテル、エチレングリコールベンジルエーテル、エチレングリコールイソプロピルエ
ーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、
エチレングリコールジブチルエーテルなどの二価アルコールアルキルエーテル；ジエチレ
ングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレン
グリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコ
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ールメチルエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレン
グリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレン
グリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレン
グリコールイソプロピルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレ
ングリコールエチルエーテル、ジプロピレングリコールブチルエーテルなどの二価アルコ
ールアルキルエーテル；エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレング
リコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテ
ート、エチレングリコールモノフェニルエーテルアセテート、エチレングリコールジアジ
ペート、エチレングリコールジサクシネート、ジエチレングリコールモノエチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート
、プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノフ
ェニルエーテルアセテートなどの二価アルコールエーテルエステル；キシルアルコール、
セラキルアルコール、バチルアルコールなどのグリセリンモノアルキルエーテル；ソルビ
トール、マルチトール、マルトトリオース、マンニトール、スクロース、エリスリトール
、グルコース、フルクトース、デンプン糖、マルトース、キシリトース、デンプン糖還元
アルコール、グリソリッド、テトラヒドロフルフリルアルコール、ＰＯＥテトラヒドロフ
ルフリルアルコール、ＰＯＰブチルエーテル、ＰＯＰ　ＰＯＥブチルエーテル、トリポリ
オキシプロピレングリセリンエーテル、ＰＯＰグリセリンエーテル、ＰＯＰグリセリンエ
ーテルリン酸、ＰＯＰ　ＰＯＥペンタンエリスリトールエーテルなどの糖アルコール、お
よびそれらの混合物からなる群から選択される。
【００４０】
　好ましい実施形態において、組成物は、水、グリコール、エタノール、およびそれらの
組み合わせからなる群から選択される溶剤を含む。
【００４１】
　好ましい実施形態において、組成物は、水性、アルコール性または水性－アルコール性
溶剤を含み、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、エタノール、プ
ロパノール、イソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレング
リコール、イソブタノール、ブタノール、ブチルグリコール、ブチルジグリコール、グリ
セロール、またはそれらの混合物を含み；好ましくは、水性、アルコール性または水性－
アルコール性溶剤は、水、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、１，２－プロ
ピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、グリセロール、またはそれらの混合
物を含み；より好ましくは、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、
イソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、ま
たはそれらの混合物を含み；さらにより好ましくは、水性、アルコール性または水性－ア
ルコール性溶剤は、水から成り、またはアルコールが、イソプロパノール、１，２－プロ
ピレングリコールおよび１，３－プロピレングリコールからなる群から選択される、水お
よびアルコールの混合物からなる。
【００４２】
　天然溶剤も使用することができる。少なくとも一つの実施形態において、組成物は、植
物油、蜂蜜、植物由来糖組成物、およびそれらの混合物からなる群から選択される溶剤を
含む。
【００４３】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は、ポンプ輸送可能な（ｐｕｍｐａｂｌｅ
）液体である。少なくとも一つの実施形態において、組成物はペースト状である。
【００４４】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物の粘度は１ｍＰａ．ｓ～２０，０００ｍＰ
ａ．ｓである。
【００４５】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は、化合物Ｘ以外に抗菌活性物質を実質的
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に含まない組成物である。抗菌活性物質は、第３の態様においてより詳細に論じられてい
る。
【００４６】
第１の態様の例示実施形態：
　好ましい実施形態において、第１の態様は、微生物を阻害するための組成物であって、
式（Ｉ）：
【００４７】
【化４】

（式中、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である）
による、少なくとも６０ｗｔ％の化合物Ｘまたはその混合物を含み、
水溶液である組成物に関する。
【００４８】
第２の態様
　第２の態様は、第１の態様による組成物を合成するためのプロセスであって、
（ａ）Ｎ－メチル－グルカミンをオクタン酸、デカン酸またはその混合物と接触させて、
反応ブレンドを形成するステップと、
（ｂ）反応ブレンドを加熱して水を沸騰させ除去するステップと、
（ｃ）反応ブレンドを少なくとも１時間反応させるステップと、
（ｄ）任意選択的に、第１の態様による組成物を単離するステップと
を含むプロセスに関する。
【００４９】
　Ｎ－メチル－グルカミン、オクタン酸およびデカン酸は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ
から全て入手可能である。
【００５０】
　「反応ブレンド」は、反応において使用されるまたは反応に有用な出発材料および任意
選択的に任意の溶剤または他の材料の混合物として理解されるべきである。少なくとも一
つの実施形態において、Ｎ－メチル－グルカミンは、水溶液として添加される。少なくと
も一つの実施形態において、ステップ（ａ）の反応ブレンドは水を含む。
【００５１】
　少なくとも一つの実施形態において、ステップ（ｂ）の加熱は、少なくとも１００℃、
より好ましくは少なくとも１１０℃、さらにより好ましくは少なくとも１１５℃、さらに
より好ましくは１２０℃～１５０℃に反応混合物を加熱することにより生じる。
【００５２】
　少なくとも一つの実施形態において、ステップ（ｂ）の加熱は真空下で生じる。少なく
とも一つの実施形態において、真空条件は少なくとも２０ｍｂａｒの圧力である。
【００５３】
　少なくとも一つの実施形態において、ステップ（ｃ）は、少なくとも２時間、より好ま
しくは少なくとも３時間、さらにより好ましくは少なくとも４時間、最も好ましくは少な
くとも６時間生じる。
【００５４】
　少なくとも一つの実施形態において、ステップ（ｃ）は、少なくとも１００℃、より好
ましくは少なくとも１１０℃、さらにより好ましくは少なくとも１１５℃、さらにより好
ましくは１２０℃～１８０℃、最も好ましくは１４０℃～１７０℃で生じる。
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【００５５】
　少なくとも一つの実施形態において、ステップ（ｃ）は、撹拌しながらおよび窒素ガス
下で生じる。
【００５６】
　合成プロセス中、いくつかの副生成物が形成され得る。例としては、例えば、式（２）
：
【００５７】
【化５】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物またはその混合物が挙げられる。
【００５８】
　副生成物の別の例は、式（３）：
【００５９】

【化６】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物またはその混合物である。式（２）および（３）による化合物は、プロセス
において低レベル、例えば組成物の総重量の１０ｗｔ％未満で典型的には生成される。式
（２）および（３）による化合物は、抗菌活性を有することもできる。
【００６０】
　生成され得る他の副生成物には、Ｎ－メチル環状グルカミンの脂肪エステル、直鎖脂肪
Ｎ－メチル－グルカミド、直鎖脂肪Ｎ－メチル－ジグルカミド（すなわち、極性頭部基と
しての二つのグルコース部分）が挙げられる。
【００６１】
第２の態様の例示実施形態：
　少なくとも一つの実施形態において、第２の態様は、第１の態様による組成物を合成す
るためのプロセスであって、
（ａ）少なくとも１００℃の温度でＮ－メチル－グルカミンのホットメルトを提供するス
テップと、
（ｂ）Ｎ－メチル－グルカミンのホットメルトをオクタン酸、デカン酸またはその混合物
と接触させて、反応ブレンドを形成するステップと、
（ｃ）反応ブレンドを好ましくは少なくとも１００℃、より好ましくは少なくとも１１０
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℃、さらにより好ましくは少なくとも１１５℃、さらにより好ましくは１２０℃～１５０
℃に加熱することにより、反応混合物を加熱してあらゆる水を蒸発させるステップと、
（ｄ）反応ブレンドを少なくとも１時間、好ましくは少なくとも２時間、より好ましくは
少なくとも３時間、さらにより好ましくは少なくとも４時間、最も好ましくは少なくとも
６時間反応させるステップと、
（ｅ）任意選択的に、第１の態様による組成物を単離するステップと
を含むプロセスに関する。
【００６２】
　少なくとも一つの実施形態において、プロセスは、
（ａ）Ｎ－メチル－グルカミンの水溶液を提供するステップと、
（ｂ）Ｎ－メチル－グルカミンの水溶液から水を蒸発させて、少なくとも１００℃の温度
でＮ－メチル－グルカミンのホットメルトを作り出すステップと、
（ｃ）Ｎ－メチル－グルカミンのホットメルトをオクタン酸、デカン酸またはその混合物
と接触させて、反応ブレンドを形成するステップと、
（ｄ）反応ブレンドを少なくとも１００℃、好ましくは少なくとも１１０℃、さらにより
好ましくは少なくとも１１５℃、さらにより好ましくは１２０℃～１５０℃に加熱するス
テップと、
（ｅ）反応ブレンドを少なくとも１時間、好ましくは少なくとも２時間、より好ましくは
少なくとも３時間反応させるステップと、
（ｆ）任意選択的に、第１の態様による組成物を単離するステップと
を含む。
【００６３】
　少なくとも一つの実施形態において、プロセスは、
（ａ）Ｎ－メチル－グルカミンの水溶液を提供するステップと、
（ｂ）Ｎ－メチル－グルカミンの水溶液から水を蒸発させて、少なくとも１００℃の温度
でＮ－メチル－グルカミンのホットメルトを作り出すステップと、
（ｃ）Ｎ－メチル－グルカミンのホットメルトをオクタン酸、デカン酸またはその混合物
と接触させて、反応ブレンドを形成するステップであって、接触が、少なくとも１００℃
、好ましくは少なくとも１１０℃、さらにより好ましくは少なくとも１１５℃、さらによ
り好ましくは１２０℃～１５０℃の温度で生じるステップと、
（ｄ）反応ブレンドを少なくとも１時間、好ましくは少なくとも２時間、より好ましくは
少なくとも３時間、ならびに少なくとも１００℃、好ましくは少なくとも１１０℃、さら
により好ましくは少なくとも１１５℃、さらにより好ましくは１２０℃～１５０℃の温度
で、ならびに撹拌しながらおよび窒素ガス下で反応させるステップと、
（ｅ）任意選択的に、第１の態様による組成物を単離するステップと
を含む。
【００６４】
第３の態様
　第３の態様は、
－　式（Ｉ）：
【００６５】
【化７】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
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による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　抗菌活性物質と
を含む防腐剤濃厚物に関する。
【００６６】
　少なくとも一つの実施形態において、化合物Ｘは、式（Ｉ）による化合物の混合物であ
り、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である。
【００６７】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、１ｗｔ％～９９ｗｔ％、または５ｗｔ
％～９０ｗｔ％、または５ｗｔ％～９５ｗｔ％、または２０ｗｔ％～８０ｗｔ％、または
３０ｗｔ％～８０ｗｔ％の化合物Ｘを含む。
【００６８】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、１ｗｔ％～９９ｗｔ％、または５ｗｔ
％～９５ｗｔ％、または１０ｗｔ％～９５ｗｔ％、または２０ｗｔ％～８０ｗｔ％、また
は２０ｗｔ％～７０ｗｔ％の抗菌活性物質を含む。
【００６９】
　少なくとも一つの実施形態において、化合物Ｘ対抗菌活性物質の重量比は、１：９～９
：１である。
【００７０】
　少なくとも一つの実施形態において、抗菌活性物質は、芳香族アルコール、有機酸およ
びそれらの塩、式（Ｐ）による化合物、アルキルジオール、ハロゲン化化合物、イソチア
ゾリノン、防腐ブースター、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択され、式（
Ｐ）は、次の通りである：
【００７１】
【化８】

式中、
Ｒ１’は、Ｈ、非置換もしくはハロゲン置換、分岐もしくは非分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキル
基、非置換もしくはハロゲン置換Ｃ５～Ｃ８シクロアルキル基、非置換もしくはハロゲン
置換Ｃ６～Ｃ１０アリール基、または非置換もしくはハロゲン置換、分岐もしくは非分岐
Ｃ７～Ｃ２０アラルキル基から独立に選択され、
Ｒ２’は、ＯまたはＳのいずれかであり、
Ｒ３’は、ＨまたはＣ１～Ｃ４アルキル基であり、
Ｘ＋は、カチオンである。
好ましくはＲ３’は、メチルである。
【００７２】
　少なくとも一つの実施形態において、芳香族アルコールは、ベンジルアルコール、フェ
ノキシエタノール、ベラトリルアルコール、プロピレンフェノキシエタノール、フェネチ
ルアルコール、フェニルプロパノール、バニリン、２－メチル－１－フェニル－２－プロ
パノール、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される。
【００７３】
　少なくとも一つの実施形態において、有機酸およびそれらの塩は、安息香酸、ソルビン
酸、デヒドロ酢酸、乳酸、サリチル酸、ｐ－アニス酸、ウンデシレン酸、グリコール酸、
プロピオン酸、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される。
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【００７４】
【化９】

【００７５】
　少なくとも一つの実施形態において、式（Ｐ）による化合物は、２－ヒドロキシピリジ
ン－Ｎ－オキシド、２－ピリジンチオール－１－オキシドおよびそれらの塩、１－ヒドロ
キシ－４－メチル－６－（２，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－ピリドンお
よびそれらの塩（好ましくはモノエタノールアミン塩）、ならびにそれらの組み合わせか
らなる群から選択される。平衡が常に存在するため、式（Ｐ）は、これらの化合物の互変
異性等価物を開示および包含する。少なくとも一つの実施形態において、式（Ｐ）による
化合物はオクトピロックスである。
【００７６】
　少なくとも一つの実施形態において、アルキルジオールは、１，２－ペンタンジオール
、１，２－ヘキサンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、
１，２－デカンジオール、メチルプロパンジオール、およびそれらの組み合わせからなる
群から選択される。
【００７７】
　少なくとも一つの実施形態において、ハロゲン化化合物は、クロルヘキシジンおよびそ
の塩、トリクロサン、クロルフェネシン、トリクロルカルバン、クロロキシレノール、ブ
チルカルバミン酸ヨウ化プロピニル（ｉｏｄｏｐｒｏｐｒｉｎｙｌ　ｂｕｔｙｌｃａｒｂ
ａｍａｔｅ）、ブロノポール（Ｂｏｎｏｐｏｌ）、クリンバゾール、およびそれらの組み
合わせからなる群から選択される。
【００７８】
　少なくとも一つの実施形態において、イソチアゾリノンは、メチルイソチアゾリノン、
メチルクロロイソチアゾリノン、ベンジルイソチアゾリノン、およびそれらの組み合わせ
からなる群から選択される。
【００７９】
　少なくとも一つの実施形態において、防腐ブースターは、エチルヘキシルグリセロール
、カプリル酸ソルビタン、カプリル酸イソソルビド、カプリル酸グリセリル、ウンデシレ
ン酸グリセリル、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される。
【００８０】
　少なくとも一つの実施形態において、防腐ブースターは、エチルヘキシルグリセロール
である。
【００８１】
　少なくとも一つの実施形態において、抗菌活性物質は、防腐ブースターおよび防腐剤か
ら選択される。
【００８２】
　少なくとも一つの実施形態において、防腐剤は、芳香族アルコール、有機酸およびそれ
らの塩、ヒドロキシピリドン、アルキルジオール、ハロゲン化化合物、イソチアゾリノン
、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される。
【００８３】
　少なくとも一つの実施形態において、防腐剤は、ヒドロキシ－４－メチル－６－（２，
４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－ピリドン、安息香酸、フェネチルアルコー
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ル、ベンジルアルコール、フェノキシエタノール、それらの塩、およびそれらの組み合わ
せからなる群から選択される。
【００８４】
　少なくとも一つの実施形態において、防腐剤濃厚物は、
－　式（Ｉ）：
【００８５】
【化１０】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　少なくとも一つの防腐ブースターと、
－　芳香族アルコール、有機酸およびそれらの塩、ヒドロキシピリドン、アルキルジオー
ル、ハロゲン化化合物、イソチアゾリノン、およびそれらの組み合わせからなる群から好
ましくは選択される、少なくとも一つの防腐剤と
を含む。
【００８６】
　好ましくは防腐ブースターは、エチルヘキシルグリセロール、カプリル酸ソルビタン、
カプリル酸イソソルビド、カプリル酸グリセリル、ウンデシレン酸グリセリル、およびそ
れらの組み合わせからなる群から選択される。
【００８７】
　好ましくは、防腐剤濃厚物は、
－　式（Ｉ）：
【００８８】
【化１１】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である；
好ましくは、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である）
による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　モノカプリル酸ソルビタンと、
－　ベンジルアルコールと
を含む。
【００８９】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は防腐ブースターを実質的に含まない。
【００９０】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は水溶液である。
【００９１】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は溶剤を含む。少なくとも一つの実施形態
において、濃厚物は溶剤を含む、当該溶剤は水および／またはアルコールを含む。溶剤は
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、液体形態で本発明において使用される化合物を提供するのに有用である。少なくとも一
つの実施形態において、溶剤は美容的に許容可能である。少なくとも一つの実施形態にお
いて、濃厚物は、少なくとも１０ｗｔ％、好ましくは少なくとも２０ｗｔ％、より好まし
くは少なくとも３０ｗｔ％、さらにより好ましくは少なくとも５０ｗｔ％の水を含む。水
は、経済的理由で有用であるが、美容的に許容可能であることからも有用である。任意選
択的に濃厚物は、低級アルキルアルコールなどの水混和性または水溶性溶剤を含む。少な
くとも一つの実施形態において、濃厚物は、Ｃ１～Ｃ５アルキル一価アルコール、好まし
くはＣ２～Ｃ３アルキルアルコールを含む。存在し得るアルコールは、好ましくはエタノ
ールおよびイソプロパノールなどの、美容上の目的で慣用される１～４個の炭素原子を有
する特に低級一価または多価アルコールである。
【００９２】
任意選択的に、濃厚物は水溶性多価アルコールを含む。少なくとも一つの実施形態におい
て、水溶性多価アルコールは、分子中に２個以上のヒドロキシル基を有する多価アルコー
ルである。少なくとも一つの実施形態において、水溶性多価アルコールは、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、１，２－ブチレングリコール
、１，３－ブチレングリコール、１，４－ブチレングリコール、テトラメチレングリコー
ル、２，３－ブチレングリコール、ペンタメチレングリコール、２－ブテン－１，４－ジ
オール、ヘキシレングリコール、オクチレングリコールなどの二価アルコール；グリセリ
ン、トリメチロールプロパン、１，２，６－ヘキサントリオール等などの三価アルコール
；ペンタエリスリトールなどの四価アルコール；キシリトール等などの五価アルコール；
ソルビトール、マンニトールなどの六価アルコール；ジエチレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、テトラエチレング
リコール、ジグリセリン、ポリエチレングリコール、トリグリセリン、テトラグリセリン
、ポリグリセリンなどの多価アルコールポリマー；エチレングリコールモノメチルエーテ
ル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、
エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、
エチレングリコールモノ－２－メチルヘキシルエータル、エチレングリコールイソアミル
エーテル、エチレングリコールベンジルエーテル、エチレングリコールイソプロピルエー
テル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、エ
チレングリコールジブチルエーテルなどの二価アルコールアルキルエーテル；ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレング
リコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルメチルエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレング
リコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレング
リコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレング
リコールイソプロピルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレン
グリコールエチルエーテル、ジプロピレングリコールブチルエーテルなどの二価アルコー
ルアルキルエーテル；エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、エチレングリコールモノフェニルエーテルアセテート、エチレングリコールジアジペ
ート、エチレングリコールジサクシネート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルア
セテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、
プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノフェ
ニルエーテルアセテートなどの二価アルコールエーテルエステル；キシルアルコール、セ
ラキルアルコール、バチルアルコールなどのグリセリンモノアルキルエーテル；ソルビト
ール、マルチトール、マルトトリオース、マンニトール、スクロース、エリスリトール、
グルコース、フルクトース、デンプン糖、マルトース、キシリトース、デンプン糖還元ア
ルコール、グリソリッド、テトラヒドロフルフリルアルコール、ＰＯＥテトラヒドロフル
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フリルアルコール、ＰＯＰブチルエーテル、ＰＯＰ　ＰＯＥブチルエーテル、トリポリオ
キシプロピレングリセロールエーテル、ＰＯＰグリセリンエーテル、ＰＯＰグリセリンエ
ーテルリン酸、ＰＯＰ　ＰＯＥペンタンエリスリトールエーテルなどの糖アルコール、お
よびそれらの混合物からなる群から選択される。
【００９３】
　好ましい実施形態において、濃厚物は、水、グリコール、エタノール、およびそれらの
組み合わせからなる群から選択される溶剤を含む。
【００９４】
　好ましい実施形態において、濃厚物は、水性、アルコール性または水性－アルコール性
溶剤を含み、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、エタノール、プ
ロパノール、イソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレング
リコール、イソブタノール、ブタノール、ブチルグリコール、ブチルジグリコール、グリ
セロール、またはそれらの混合物を含み；好ましくは、水性、アルコール性または水性－
アルコール性溶剤は、水、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、１，２－プロ
ピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、グリセロール、またはそれらの混合
物を含み；より好ましくは、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、
イソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、ま
たはそれらの混合物を含み；さらにより好ましくは、水性、アルコール性または水性－ア
ルコール性溶剤は、水から成り、またはアルコールが、イソプロパノール、１，２－プロ
ピレングリコールおよび１，３－プロピレングリコールからなる群から選択される、水お
よびアルコールの混合物からなる。
【００９５】
　天然溶剤も使用することができる。少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、植
物油、蜂蜜、植物由来糖組成物、およびそれらの混合物からなる群から選択される溶剤を
含む。
【００９６】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、本明細書中で以下に助剤と呼ばれる、
美容学、薬学、および皮膚科学において一般的な添加剤を含む。少なくとも一つの実施形
態において、助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマー、被膜形成剤、
過脂肪剤、安定剤、活性生体成分、グリセロール、防腐剤、真珠光沢化剤、染料および芳
香剤、溶剤、乳白剤、機能酸、ならびにまたゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲ
ン加水分解物、天然もしくは合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよ
びラノリン誘導体、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用
を有する物質、酵素、ならびに／または担体／溶剤からなる群から選択される。好ましく
は助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマー、被膜形成剤、過脂肪剤、
安定剤、活性生体成分、グリセロール、真珠光沢化剤、染料、芳香剤、乳白剤、機能酸、
ゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物、天然または合成ベースのポリ
ペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導体、脂肪アルコール、シリコー
ン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、酵素、ならびにそれらの組み合
わせからなる群から選択される。
【００９７】
　少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、水溶性ビタミンおよびその誘導体、水
溶性アミノ酸ならびにその塩および／または誘導体、粘度調整剤、染料、不揮発性溶剤ま
たは希釈剤（水溶性および水不溶性）、真珠光沢助剤、増粘剤、起泡力増進剤、追加の界
面活性剤または非イオン性共界面活性剤、シラミ駆除剤（ｐｅｄｉｃｕｌｏｃｉｄｅ）、
ｐＨ調整剤、香料、防腐剤、キレート剤、タンパク質、皮膚活性剤、日焼け止め、ＵＶ吸
収剤、ビタミン、ナイアシンアミド、カフェイン、ミノキシジル、ならびにそれらの組み
合わせを含む。少なくとも一つの実施形態において、濃厚物は、濃厚物の総重量で０ｗｔ
％～５ｗｔ％のビタミンおよびアミノ酸を含む。濃厚物はまた、Ｃ．Ｉ．名を有するもの
などの水溶性成分を含む、無機、ニトロソ、モノアゾ、ジスアゾ、カロテノイド、トリフ
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ェニルメタン、トリアリールメタン、キサンテン、キノリン、オキサジン、アジン、アン
トラキノン、インジゴイド、チオンインジゴイド、キナクリドン、フタロシアニン、植物
染料、天然染料などの顔料材料も含むことができる。濃厚物は、０ｗｔ％、好ましくは０
．０００１ｗｔ％～５ｗｔ％の顔料材料を含んでもよい。
【００９８】
第３の態様の例示実施形態：
　少なくとも一つの実施形態において、第３の態様は、
－　式（Ｉ）：
【００９９】
【化１２】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　抗菌活性物質と、
－　任意選択的に溶剤と、
－　任意選択的に助剤（ここで助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマ
ー、被膜形成剤、過脂肪剤、安定剤、活性生体成分、グリセロール、真珠光沢化剤、染料
、芳香香剤、乳白剤、機能酸、ゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物
、天然または合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導
体、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、
酵素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される）と
からなる防腐剤濃厚物に関する。
【０１００】
　少なくとも一つの実施形態において、第３の態様は、
－　化合物Ｘが、式（Ｉ）
【０１０１】
【化１３】

による、少なくとも１５ｗｔ％の化合物Ｘであって、化合物Ｘは式（Ｉ）による化合物の
混合物であり、Ｒは－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である、化合物Ｘ
と、
－　少なくとも１０ｗｔ％の抗菌活性物質と、
－　任意選択的に少なくとも７５ｗｔ％の溶剤と、
－　任意選択的に助剤（ここで助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマ
ー、被膜形成剤、過脂肪剤、安定剤、活性生体成分、グリセロール、真珠光沢化剤、染料
、芳香香剤、乳白剤、機能酸、ゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物
、天然または合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導
体、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、
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酵素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される）と
からなる防腐剤濃厚物に関する。
【０１０２】
　少なくとも一つの実施形態において、第３の態様は、
－　式（Ｉ）
【０１０３】
【化１４】

による、少なくとも１５ｗｔ％の化合物Ｘであって、化合物Ｘは式（Ｉ）による化合物の
混合物であり、Ｒは－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である、化合物Ｘ
と、
－　ヒドロキシ－４－メチル－６－（２，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－
ピリドン、安息香酸、フェネチルアルコール、ベンジルアルコール、フェノキシエタノー
ル、それらの塩、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される防腐剤と、
－　任意選択的に溶剤と、
－　任意選択的に助剤（ここで助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマ
ー、被膜形成剤、過脂肪剤、安定剤、活性生体成分、グリセロール、真珠光沢化剤、染料
、芳香香剤、乳白剤、機能酸、ゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物
、天然または合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導
体、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、
酵素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される）と
からなる防腐剤濃厚物に関する。
【０１０４】
　少なくとも一つの実施形態において、第３の態様は、
－　式（Ｉ）
【０１０５】
【化１５】

による、少なくとも１５ｗｔ％の化合物Ｘであって、化合物Ｘは式（Ｉ）による化合物の
混合物であり、Ｒは－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３である、化合物Ｘ
と、
－　ヒドロキシ－４－メチル－６－（２，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－
ピリドン、安息香酸、フェネチルアルコール、ベンジルアルコール、フェノキシエタノー
ル、それらの塩、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、少なくとも１０
ｗｔ％の防腐剤と、
－　任意選択的に溶剤と、
－　任意選択的に助剤（ここで助剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマ
ー、被膜形成剤、過脂肪剤、安定剤、活性生体成分、グリセロール、真珠光沢化剤、染料
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、香料、乳白剤、機能酸、ゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物ｓ、
天然または合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導体
、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、酵
素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される）と
からなる防腐剤濃厚物に関する。
【０１０６】
第４の態様
　第４の態様は、防腐剤ブースターとしてのまたは抗菌剤としての、式（Ｉ）：
【０１０７】
【化１６】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物の使用に関する。好ましくは、化合物Ｘは、式（Ｉ）に
よる化合物の混合物であり、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３で
ある。
【０１０８】
　少なくとも一つの実施形態は、抗真菌剤としての、式（Ｉ）：
【０１０９】
【化１７】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物の使用に関する。好ましくは、化合物Ｘは、式（Ｉ）に
よる化合物の混合物であり、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３で
ある。
【０１１０】
　第４の態様の代替の実施形態は、乳化剤または可溶化剤としての、式（Ｉ）：
【０１１１】
【化１８】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物の使用に関する。好ましくは、化合物Ｘは、式（Ｉ）に
よる化合物の混合物であり、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（ＣＨ２）６ＣＨ３で
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ある。
【０１１２】
第５の態様
　第５の態様は、微生物の影響を低減する方法に関し、該方法は、第１の態様による組成
物を抗菌活性物質に添加して製剤を形成するステップを含む。少なくとも一つの実施形態
において、製剤は、第６の態様による。
【０１１３】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤に添加される組成物のレベルは、製剤の総重
量で０．００１ｗｔ％～２０ｗｔ％、好ましくは０．０１ｗｔ％～１０ｗｔ％、より好ま
しくは０．１ｗｔ％～５ｗｔ％である。
【０１１４】
第６の態様
　第６の態様は、
式（Ｉ）
【０１１５】
【化１９】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物を含む製剤に関する。少なくとも一つの実施形態におい
て、製剤は、製剤の総重量で０．００１ｗｔ％～２０ｗｔ％、好ましくは０．０１ｗｔ％
～１０ｗｔ％、より好ましくは０．１ｗｔ％～５ｗｔ％の化合物Ｘを含む。好ましくは、
化合物Ｘは、式（Ｉ）による化合物の混合物であり、Ｒは、－（ＣＨ２）８ＣＨ３または
－（ＣＨ２）６ＣＨ３である。
【０１１６】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、第１の態様による組成物および／または
第３の態様による濃厚物を含む。
【０１１７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、化粧用製剤および家庭用クレンジング製
剤からなる群から選択される。
【０１１８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、シャンプー、ボディウォッシュ、洗顔料
、クレンジングマスク、気泡剤、バスオイル、クレンジングミルク、ミセルウォーター、
メイク落とし、クレンジングワイプ、香料、ソープ、シェービングソープ、シェービング
フォームおよびクレンジングフォームからなる群から選択される製剤である。
【０１１９】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、毛髪および／または皮膚をクレンジング
するための化粧用製剤である。
【０１２０】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は水溶液である。
【０１２１】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は溶剤を含む。少なくとも一つの実施形態に
おいて、製剤は溶剤を含み、該溶剤は、水および／またはアルコールを含む。溶剤は、液
体形態で本発明において使用される化合物を提供するのに有用である。少なくとも一つの
実施形態において、溶剤は美容的に許容可能である。少なくとも一つの実施形態において
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、製剤は、少なくとも１０ｗｔ％、好ましくは少なくとも２０ｗｔ％、より好ましくは少
なくとも３０ｗｔ％、さらにより好ましくは少なくとも５０ｗｔ％の水を含む。水は、経
済的理由で有用であるが、美容的に許容可能であることからも有用である。任意選択的に
製剤は、低級アルキルアルコールなどの水混和性または水溶性溶剤を含む。少なくとも一
つの実施形態において、製剤は、Ｃ１～Ｃ５アルキル一価アルコール、好ましくはＣ２～
Ｃ３アルキルアルコールを含む。存在し得るアルコールは、好ましくはエタノールおよび
イソプロパノールなどの、美容上の目的で慣用される１～４個の炭素原子を有する特に低
級一価または多価アルコールである。
【０１２２】
　任意選択的に、製剤は水溶性多価アルコールを含む。少なくとも一つの実施形態におい
て、水溶性多価アルコールは、分子中に２個以上のヒドロキシル基を有する多価アルコー
ルである。少なくとも一つの実施形態において、水溶性多価アルコールは、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、１，２－ブチレングリコール
、１，３－ブチレングリコール、１，４－ブチレングリコール、テトラメチレングリコー
ル、２，３－ブチレングリコール、ペンタメチレングリコール、２－ブテン－１，４－ジ
オール、ヘキシレングリコール、オクチレングリコールなどの二価アルコール；グリセリ
ン、トリメチロールプロパン、１，２，６－ヘキサントリオール等などの三価アルコール
；ペンタエリスリトールなどの四価アルコール；キシリトール等などの五価アルコール；
ソルビトール、マンニトールなどの六価アルコール；ジエチレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、テトラエチレング
リコール、ジグリセリン、ポリエチレングリコール、トリグリセリン、テトラグリセリン
、ポリグリセリンなどの多価アルコールポリマー；エチレングリコールモノメチルエーテ
ル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、
エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、
エチレングリコールモノ－２－メチルヘキシルエータル、エチレングリコールイソアミル
エーテル、エチレングリコールベンジルエーテル、エチレングリコールイソプロピルエー
テル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、エ
チレングリコールジブチルエーテルなどの二価アルコールアルキルエーテル；ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレング
リコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルメチルエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレング
リコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレング
リコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレング
リコールイソプロピルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレン
グリコールエチルエーテル、ジプロピレングリコールブチルエーテルなどの二価アルコー
ルアルキルエーテル；エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、エチレングリコールモノフェニルエーテルアセテート、エチレングリコールジアジペ
ート、エチレングリコールジサクシネート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルア
セテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、
プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノフェ
ニルエーテルアセテートなどの二価アルコールエーテルエステル；キシルアルコール、セ
ラキルアルコール、バチルアルコールなどのグリセリンモノアルキルエーテル；ソルビト
ール、マルチトール、マルトトリオース、マンニトール、スクロース、エリスリトール、
グルコース、フルクトース、デンプン糖、マルトース、キシリトース、デンプン糖還元ア
ルコール、グリソリッド、テトラヒドロフルフリルアルコール、ＰＯＥテトラヒドロフル
フリルアルコール、ＰＯＰブチルエーテル、ＰＯＰ　ＰＯＥブチルエーテル、トリポリオ
キシプロピレングリセリンエーテル、ＰＯＰグリセリンエーテル、ＰＯＰグリセリンエー
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テルリン酸、ＰＯＰ　ＰＯＥペンタンエリスリトールエーテルなどの糖アルコール、およ
びそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１２３】
　好ましい実施形態において、製剤は、水、グリコール、エタノール、およびそれらの組
み合わせからなる群から選択される溶剤を含む。
【０１２４】
　好ましい実施形態において、製剤は、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶
剤を含み、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、エタノール、プロ
パノール、イソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレングリ
コール、イソブタノール、ブタノール、ブチルグリコール、ブチルジグリコール、グリセ
ロール、またはそれらの混合物を含み；好ましくは、水性、アルコール性または水性－ア
ルコール性溶剤は、水、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、１，２－プロピ
レングリコール、１，３－プロピレングリコール、グリセロール、またはそれらの混合物
を含み；より好ましくは、水性、アルコール性または水性－アルコール性溶剤は、水、イ
ソプロパノール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、また
はそれらの混合物を含み；さらにより好ましくは、水性、アルコール性または水性－アル
コール性溶剤は、水から成り、またはアルコールが、イソプロパノール、１，２－プロピ
レングリコールおよび１，３－プロピレングリコールからなる群から選択される、水およ
びアルコールの混合物からなる。
【０１２５】
　天然溶剤も使用することができる。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、植物
油、蜂蜜、植物由来糖組成物、およびそれらの混合物．からなる群から選択される溶剤を
含む。
【０１２６】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、以下に助剤と呼ばれる、美容学、薬学、
および皮膚科学において一般的な添加剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、助
剤は、油性物質、乳化剤、共乳化剤、カチオン性ポリマー、被膜形成剤、過脂肪剤、安定
剤、活性生体成分、グリセロール、防腐剤、真珠光沢化剤、染料および芳香剤、溶剤、乳
白剤、機能酸、ならびにまたゼラチンなどのタンパク質誘導体、コラーゲン加水分解物、
天然もしくは合成ベースのポリペプチド、卵黄、レシチン、ラノリンおよびラノリン誘導
体、脂肪アルコール、シリコーン、消臭剤、角質溶解および角質形成作用を有する物質、
酵素、ならびに／または担体／溶剤からなる群から選択される。
【０１２７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、水溶性ビタミンおよびその誘導体、水溶
性アミノ酸ならびにその塩および／または誘導体、粘度調整剤、染料、不揮発性溶剤また
は希釈剤（水溶性および不溶性）、真珠光沢助剤、増粘剤、起泡力増進剤、追加の界面活
性剤または非イオン性共界面活性剤、シラミ駆除剤、ｐＨ調整剤、香料、防腐剤、キレー
ト剤、タンパク質、皮膚活性剤、日焼け止め、ＵＶ吸収剤、ビタミン、ナイアシンアミド
、カフェイン、ミノキシジル、ならびにそれらの組み合わせを含む。少なくとも一つの実
施形態において、製剤は、製剤の総重量で０ｗｔ％～５ｗｔ％のビタミンおよびアミノ酸
を含む。製剤はまた、ＣＩ名を有するものなどの水溶性成分を含む、無機、ニトロソ、モ
ノアゾ、ジスアゾ、カロテノイド、トリフェニルメタン、トリアリールメタン、キサンテ
ン、キノリン、オキサジン、アジン、アントラキノン、インジゴイド、チオンインジゴイ
ド、キナクリドン、フタロシアニン、植物染料、天然染料などの顔料材料も含むことがで
きる。製剤は、０ｗｔ％、好ましくは０．０００１ｗｔ％～５ｗｔ％の顔料材料を含んで
もよい。
【０１２８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、室温（２５℃）で液体である任意の脂肪
性物質である油性物質を含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、揮発性また
は不揮発性、直鎖、分岐または環状、任意選択的に有機修飾されたシリコーン油；フェニ
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ルシリコーン；シリコーン樹脂およびシリコーンガム；パラフィン油またはワセリン油な
どの鉱油；パーヒドロスクアレン、ラノリンなどの動物起源の油；液体トリグリセリドな
どの植物起源の油、例えば、ヒマワリ油、コーン油、大豆油、米油、ホホバ油、バブスク
（ｂａｂｕｓｓｃｕ）油、カボチャ油、グレープシード油、ゴマ油、クルミ油、アンズ油
、マカダミア油、アボカド油、スイートアーモンド油、タネツケバナ油、ヒマシ油、カプ
リル酸／カプリン酸のトリグリセリド、オリーブ油、落花生油、菜種子油、アルガン油、
アビシニアン油、およびココナッツ油；パーセリン油、イソパラフィン、直鎖および／ま
たは分岐脂肪アルコールならびに脂肪酸エステル、６～１８個、好ましくは８～１０個の
炭素原子を有する好ましくはガーベットアルコールなどの合成油；直鎖（Ｃ６～Ｃ１３）
脂肪酸と直鎖（Ｃ６～Ｃ２０）脂肪アルコールとのエステル；分岐（Ｃ６～Ｃ１３）カル
ボン酸と直鎖（Ｃ６～Ｃ２０）脂肪アルコールとのエステル、直鎖（Ｃ６～Ｃ１８）脂肪
酸と分岐アルコール、特に２－エチルヘキサノールとのエステル；直鎖および／または分
岐脂肪酸と多価アルコール（例えば、ダイマージオールまたはトリマージオールなど）お
よび／またはガーベットアルコールとのエステル；（Ｃ６～Ｃ１０）脂肪酸に基づくトリ
グリセリド；アジピン酸ジオクチル、ダイマージリノール酸ジイソプロピルなどのエステ
ル；プロピレングリコール／ジカプリル酸プロピレングリコールまたは蜜蝋、パラフィン
ワックスもしくはマイクロワックスなどのワックス（単独、または例えばセチルステアリ
ルアルコールなどの親水性ワックスと組み合わせた）；フッ素化およびパーフルオロ化油
；フッ素化シリコーン油；上述の化合物の混合物からなる群から選択される油性物質を含
む。
【０１２９】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、非イオン性共乳化剤を含む。少なくとも
一つの実施形態において、非イオン性共乳化剤は、０～３０ｍｏｌのエチレンオキシドお
よび／または０～５ｍｏｌのプロピレンオキシドと、８～２２個の炭素原子を有する直鎖
脂肪アルコール、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪酸、アルキル基に８～１５個の炭
素原子を有するアルキルフェノール、およびソルビタンまたはソルビトールエステルとの
付加物；０～３０ｍｏｌのエチレンオキシドとグリセロールとの付加物の（Ｃ１２～Ｃ１

８）脂肪酸モノエステルおよびジエステル；６～２２個の炭素原子を有する飽和および不
飽和脂肪酸グリセロールモノエステルおよびジエステルおよびソルビタンモノエステルお
よびジエステルならびに、適切な場合、それらのエチレンオキシド付加物；１５～６０ｍ
ｏｌのエチレンオキシドとヒマシ油および／または硬化ヒマシ油との付加物；例えば、ポ
リリシノレイン酸ポリグリセリルおよびポリグリセリルポリ－１２－ヒドロキシステアレ
ートなどのポリオールエステルおよび特にポリグリセロールエステルから選択される。同
様に適切であるのは、物質のこれらのクラスの一つまたは複数からの化合物の混合物であ
る。好適なイオノゲン性共乳化剤の例には、モノ－、ジ－またはトリリン酸エステルなど
のアニオン性乳化剤が挙げられるが、モノ－、ジ－、およびトリアルキルクワットおよび
それらのポリマー誘導体などのカチオン性乳化剤も挙げられる。
【０１３０】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、カチオン性ポリマーを含む。好適なカチ
オン性ポリマーには、ＩＮＣＩ名称「ポリクオタニウム」の下に知られるもの、特にポリ
クオタニウム－３１、ポリクオタニウム－１６、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニ
ウム－７、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム－２８
、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－１１、およびま
たポリクオタニウム３７＆鉱油＆ＰＰＧトリデセス（ｔｒｉｄｅｃｅｔｈ）（Ｓａｌｃａ
ｒｅ　ＳＣ９５）、ＰＶＰ－ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、グアーヒ
ドロキシプロピルトリアンモニウムクロリド、ならびにまたアルギン酸カルシウムおよび
アルギン酸アンモニウムが挙げられる。カチオン性セルロース誘導体；カチオン性デンプ
ン；ジアリルアンモニウム塩およびアクリルアミドのコポリマー；四級化ビニルピロリド
ン／ビニルイミダゾールポリマー；ポリグリコールおよびアミンの縮合産物；四級化コラ
ーゲンポリペプチド；四級化小麦ポリペプチド；ポリエチレンイミン；例えばアミドメチ
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コンなどのカチオン性シリコーンポリマー；アジピン酸およびジメチルアミノヒドロキシ
プロピルジエチレントリアミンのコポリマー；ポリアミノポリアミドおよび例えばキトサ
ンなどのカチオン性キチン誘導体を使用することがさらに可能である。
【０１３１】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は過脂肪剤を含む。過脂肪剤としては、例え
ば、ポリエトキシル化ラノリン誘導体、レシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モ
ノグリセリド、および脂肪酸アルカノールアミドなどの物質を使用することが可能である
。後者は、起泡安定剤として同時に機能する。利用可能な保湿剤には、例えばパルミチン
酸イソプロピル、グリセロールおよび／またはソルビトールが挙げられる。
【０１３２】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は安定剤を含む。安定剤としては、例えば、
ステアリン酸マグネシウム、アルミニウムおよび／または亜鉛などの脂肪酸の金属塩を使
用することが可能である。
【０１３３】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はケア添加剤を含む。製剤は、従来のセラミ
ド、擬似セラミド、脂肪酸Ｎ－アルキルポリヒドロキシアルキルアミド、コレステロール
、コレステロール脂肪酸エステル、脂肪酸、トリグリセリド、セレブロシド、リン脂質、
パンテノールおよびケア添加剤として類似の物質と混ぜ合わせることができる。
【０１３４】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は抗真菌物質を含む。少なくとも一つの実施
形態において、抗真菌物質は、ケトコナゾール、オキシコナゾール、ビフォナゾール、ブ
トコナゾール、クロコナゾール、クロトリマゾール、エコナゾール、エニルコナゾール、
フェンチコナゾール、イソコナゾール、ミコナゾール、スルコナゾール、チオコナゾール
、フルコナゾール、イトラコナゾール、テルコナゾール、ナフチフィンおよびテルビナフ
ィン、亜鉛ピリチオン、オクトピロックス、ならびにそれらの組み合わせからなる群から
選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、製剤中に０．１ｗｔ％～１ｗ
ｔ％の抗真菌物質の合計量を含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、ピリジ
ンチオンフケ防止粒子を含み、例えば、１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩は、非常
に好ましい粒子状フケ防止剤である。ピリジンチオンフケ防止粒子の濃度は、製剤の総重
量で０．１ｗｔ％～４ｗｔ％、好ましくは０．１ｗｔ％～３ｗｔ％、より好ましくは０．
３ｗｔ％～２ｗｔ％にわたり得る。好ましいピリジンチオン塩には、亜鉛、スズ、カドミ
ウム、マグネシウム、アルミニウムおよびジルコニウムなどの重金属、好ましくは亜鉛、
より好ましくは１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオンの亜鉛塩（「亜鉛ピリジンチオン」
または「ＺＰＴ」として知られる）、より好ましくは小板状粒子形態の１－ヒドロキシ－
２－ピリジンチオン塩から形成されるものが挙げられる。ナトリウムなどの他のカチオン
から形成される塩も適切であり得る。ピリジンチオンフケ防止剤は、例えば、ＵＳ２，８
０９，９７１、ＵＳ３，２３６，７３３、ＵＳ３，７５３，１９６、ＵＳ３，７６１，４
１８、ＵＳ４，３４５，０８０、ＵＳ４，３２３，６８３、ＵＳ４，３７９，７５３、お
よびＵＳ４，４７０，９８２に記載されている。ＺＰＴが本明細書において製剤中のフケ
防止粒子として使用される場合、毛髪の成長または再生が刺激もしくは制御され、または
その両方であり、または脱毛が低減もしくは抑制され、または毛髪がより濃く、もしくは
より多くなったように見え得ることが企図される。
【０１３５】
　機能酸は、適用時に皮膚または毛髪に臨床的機能性を付与するのに使用される酸性物質
である。好適な機能酸には、アルファヒドロキシ酸、ベータヒドロキシ酸、乳酸、レチノ
イン酸、および類似の物質が挙げられる。
【０１３６】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は収斂剤を含む。少なくとも一つの実施形態
において、収斂剤は、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、二酸化チタン、二酸化ジル
コニウム、酸化亜鉛、酸化物水和物、酸化アルミニウム水和物（ベーマイト）、およびカ
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ルシウム、マグネシウム、アルミニウム、チタン、ジルコニウムまたは亜鉛の水酸化物、
クロロハイドレートからなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製
剤は、０．００１ｗｔ％～１０ｗｔ％、または０．０１ｗｔ％～９ｗｔ％、または０．０
５ｗｔ％～８ｗｔ％、または０．１ｗｔ％～５ｗｔ％の収斂剤を含む。
【０１３７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は脱臭剤を含む。少なくとも一つの実施形態
において、脱臭剤は、アラントイン、ビサボロール、およびそれらの組み合わせからなる
群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．００１ｗｔ％～１
０ｗｔ％、または０．０１ｗｔ％～９ｗｔ％、または０．０５ｗｔ％～８ｗｔ％、または
０．１ｗｔ％～５ｗｔ％の脱臭剤を含む。
【０１３８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、日焼け防止剤および／またはＵＶフィル
ターを含む。好適な日焼け防止剤およびＵＶフィルターは、ＷＯ２０１３／０１７２６２
Ａ１（２０１３年２月７日に公開）、３２頁、１１行目～３３頁の最後までに開示されて
いる。少なくとも一つの実施形態において、日焼け防止剤および／またはＵＶフィルター
は、４－アミノ安息香酸、３－（４’－トリメチルアンモニウム）－ベンジリデ－ボラン
－２－オン－メチルスルフェート、カンファーベンザルコニウムメトスルフェート、３，
３，５－トリメチル－シクロヘキシルサリチレート、２－ヒドロキシ－４－メトキシベン
ゾフェノン、２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸ならびにそのカリウム、
ナトリウムおよびトリエタノールアミン塩、３，３’－（１，４－フェニレンジメチン）
－ビス－（７，７－ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］－ヘプタン－１－メタ
ンスルホン酸）およびその塩、１－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（４－メト
キシフェニル）プロパン－１，３－ジオン、３－（４’－スルホ）－ベンジリデン－ボル
ナン－２－オンその塩、２－シアン－３，３－ジフェニル－アクリル酸－（２－エチルヘ
キシルエステル）、Ｎ－［２（および４）－（２－オキソボルン－３－イリデンメチル）
ベンジル］－アクリルアミドのポリマー、４－メトキシ－桂皮酸－２－エチル－ヘキシル
エステル、エトキシル化エチル－４－アミノ－ベンゾエート、４－メトキシ－桂皮酸－イ
ソアミルエステル、２，４，６－トリス－［ｐ－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル
）アニリノ］－１，３，５－トリアジン、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－４－メチル－６－（２－メチル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメ
チルシリルオキシ）－ジシロキサニル）－プロピル）フェノール、４，４’－［（６－［
４－（（１，１－ジメチルエチル）－アミノ－カルボニル）フェニルアミノ］－１，３，
５－トリアジン－２，４－イル）ジイミノ］ビス－（安息香酸－２－エチルヘキシルエス
テル）、３－ベンゾフェノン、４－ベンゾフェノン（アシック）（ａｃｉｃ）、３（４’
－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－カンファー、３－ベンジリデン－カンファー、サリチ
ル酸－２－エチルヘキシルエステル、４－ジメチルアミノ安息香酸－２－エチルヘキシル
エステル、ヒドロキシ－４－メトキシ－ベンゾフェノン－５スルホン酸およびそのナトリ
ウム塩、４－イソプロピルベンジルサリチレート、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－４－（２－
オキソボルン－３－イリデンメチル）アニリウムメチルスルフェート、ホモサレート（Ｉ
ＮＮ）、オキシベンゾン（ＩＮＮ）、２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸
およびそのナトリウム、カリウム、およびトリエタノールアミン塩、オクチルメトキシ桂
皮酸、イソペンチル－４－メトキシ桂皮酸、イソアミル－ｐ－メトキシ桂皮酸、２，４，
６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－エチルヘキシル－１’－オキシ）－１，３，５
－トリアジン（オクチルトリアゾン）フェノール、２，２（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－
２－イル）－４－メチル－６－（２－メチル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１
－（トリメチルシリル）オキシ）－ジシロキサニル）プロピル（ドロメトリゾールトリシ
ロキサン）安息香酸、４，４－（（６－（（（１，１－ジメチルエチル）アミノ）カルボ
ニル）フェニル）アミノ）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミノ）ビス
，ビス（２－エチルヘキシル）エステル）安息香酸、４，４－（（６－（（（１，１－ジ
メチルエチル）アミノ）－カルボニル）フェニル）アミノ）－１，３，５－トリアジン－
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２，４－ジイル）ジイミノ）ビス，ビス（２－エチルヘキシル）エステル）、３－（４’
－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－カンファー（４－メチルベンジリデンカンファー）、
ベンジリデン－カンファー－スルホン酸、オクトクリレン、ポリアクリルアミドメチル－
ベンジリデン－カンファー、２－エチルヘキシルサリチレート（オクチルサリチレート）
、４－ジメチル－アミノ安息香酸エチル－２－ヘキシルエステル（オクチルジメチルＰＡ
ＢＡ）、ＰＥＧ－２５　ＰＡＢＡ、２ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ－フェノン－５－
スルホン酸（５－ベンゾフェノン）およびそのナトリウム塩、２，２’－メチレン－ビス
－６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－（テトラメチル－ブチル）－１，
１，３，３－フェノール、２－２’－ビス－（１，４－フェニレン）１Ｈ－フェニルベン
ズイミダゾール－４，６－ジスルホン酸のナトリウム塩、（１，３，５）－トリアジン－
２，４－ビス（（４－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ）－フェニル）
－６－（４－メトキシフェニル）、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニ
ル－２－プロペノエート、グリセリルオクタノエート、ジ－ｐ－メトキシ桂皮酸、ｐ－ア
ミノ－安息香酸およびそのエステル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイ
ルメタン、４－（２－β－グルコピランオキシ）プロポキシ－２－ヒドロキシベンゾフェ
ノン、オクチルサリチレート、メチル－２，５－ジイソプロピル桂皮酸、シノキサート、
ジヒドロキシ－ジメトキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメト
キシ－５，５’－ジスルホベンゾフェノンの二ナトリウム塩、ジヒドロキシベンゾフェノ
ン、１，３，４－ジメトキシフェニル－４，４－ジメチル－１，３－ペンタンジオン、２
－エチルヘキシル－ジメトキシベンジリデン－ジオキソイミダゾリジンプロピオネート、
メチレン－ビス－ベンズトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、フェニルジベンズ
イミダゾールテトラスルホネート、ビス－エチルヘキシルオキシフェノール－メトキシフ
ェノール－トリアジン、テトラヒドロキシベンゾフェノン、テレフタリリデンジカンファ
ー－スルホン酸、２，４，６－トリス［４，２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニ
リノ］－１，３，５－トリアジン、メチル－ビス（トリメチルシロキシ）シリル－イソペ
ンチルトリメトキシ桂皮酸、アミル－ｐ－ジメチルアミノベンゾエート、アミル－ｐ－ジ
メチルアミノベンゾエート、２－エチルヘキシル－ｐ－ジメチルアミノベンゾエート、イ
ソプロピル－ｐ－メトキシ桂皮酸／ジイソプロピル桂皮酸エステル、２－エチルヘキシル
－ｐ－メトキシ桂皮酸、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ
－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸および三水和物、２－ヒドロキシ－４－
メトキシベンゾフェノン－５－スルホネートナトリウム塩、フェニル－ベンズイミダゾー
ルスルホン酸、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される。少なくとも一つ
の実施形態において、製剤は、０．００１ｗｔ％～１０ｗｔ％、好ましくは０．０５ｗｔ
％～５ｗｔ％、さらにより好ましくは０．１ｗｔ％～３ｗｔ％、最も好ましくは０．０５
ｗｔ％～１ｗｔ％の日焼け防止剤および／またはＵＶフィルターを含む。少なくとも一つ
の実施形態において、製剤は、０．０１～１０ｗｔ％、または０．１～５ｗｔ％、より好
ましくは０．２～２ｗｔ％の量で光防御物質を含む。好適な光防御物質には特に、参照に
より本明細書に組み込まれるＥＰ１０８４６９６Ａ１（Ｌ’ＯＲＥＡＬ）に明示された光
防御物質の全てが挙げられる。好ましい実施形態において、光防御物質は、２－エチルヘ
キシル４－メトキシシンナメート、メチルメトキシシンナメート、２－ヒドロキシ－４－
メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸、ポリエトキシル化ｐ－アミノベンゾエート、
およびそれらの組み合わせからなる群から選択される。
【０１３９】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は抗酸化剤を含む。少なくとも一つの実施形
態において、抗酸化剤は、アミノ酸、ペプチド、糖、イミダゾール、カロチノイド、カロ
テン、クロロゲン酸、リポ酸、チオール、チオールグリコシルエステル、チオールＮ－ア
セチルエステル、チオールメチルエステル、チオールエチルエステル、チオールプロピル
エステル、チオールアミルエステル、チオールブチルエステル、チオールラウリルエステ
ル、チオールパルミトイルエステル、チオールオレイルエステル、チオールリノレイルエ
ステル、チオールコレステリルエステル、チオールグリセリルエステル、ジラウリルチオ
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ジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネート、チオジプロピオン酸、金属キレ
ート剤、ヒドロキシ酸、脂肪酸、葉酸、ビタミンＣ、トコフェロール、ビタミンＡ、スチ
ルベン、それらの誘導体および組み合わせからなる群から選択される。少なくとも一つの
実施形態において、抗酸化剤は、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン、ウ
ロカニン酸、Ｄ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシン、ベータ－カロテン
、アルファ－カロテン、リコペン、ジヒドロリポ酸、オーロチオグルコース、プロピルチ
オウラシル、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミン、ブチ
オニンスルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－
、ヘキサ－、ヘプタチオニンスルホキシミン、ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチ
ン酸、ラクトフェリン、クエン酸、乳酸、リンゴ酸、フミン酸、胆汁酸、ビリルビン、ビ
リベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡ、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ブチルヒドロ
キシアニソール、トリヒドロキシブチロフェノン、ユビキノン、ユビキノール、アスコル
ビルパルミテート、Ｍｇ－アスコルビルホスフェート、アスコルビルアセテート、ビタミ
ンＥアセテート、ビタミンＡパルミテート、カルノシン、マンノース、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ

４、セレニウムメチオニン、スチルベン、スーパーオキシドジスムターゼ、およびそれら
の組み合わせからなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、抗酸化物
質は、ビタミンＡ、ビタミンＡ誘導体、ビタミンＥ、ビタミンＥ誘導体、およびそれらの
組み合わせからなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０
．００１ｗｔ％～１０ｗｔ％、好ましくは０．０５ｗｔ％～５ｗｔ％、さらにより好まし
くは０．１ｗｔ％～３ｗｔ％、最も好ましくは０．０５ｗｔ％～１ｗｔ％の抗酸化物質を
含む。
【０１４０】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は染料または顔料を含む。少なくとも一つの
実施形態において、製剤は少なくとも一つの顔料を含む。好適な染料および顔料は、ＷＯ
２０１３／０１７２６２Ａ１、３６～４３頁にわたる表に開示されている。これらは、製
品塊もしくは毛髪に色彩効果を与える有色顔料であってもよく、またはそれらは、製品塊
もしくは毛髪に光沢効果を与える光沢効果顔料であってもよい。毛髪に対する着色または
光沢効果は、好ましくは一時的である。すなわち、該効果は次の洗髪まで持続し、慣用の
シャンプーで洗髪することにより再び除去することができる。少なくとも一つの実施形態
において、製剤は、０．０１ｗｔ％～２５ｗｔ％、好ましくは５ｗｔ％～１５ｗｔ％の顔
料の合計量を含む。少なくとも一つの実施形態において、顔料の粒径は、１ミクロン～２
００ミクロン、好ましくは３ミクロン～１５０ミクロン、より好ましくは１０ミクロン～
１００ミクロンである。顔料は、適用媒体中で事実上不溶性である着色料であり、無機ま
たは有機であってもよい。無機－有機混合顔料も可能である。無機顔料が好ましい。無機
顔料の利点は、光、天候および温度に対するその優れた抵抗性である。無機顔料は天然起
源であってもよい。少なくとも一つの実施形態において、無機顔料は、白墨、黄土、アン
バー、緑土、バーントシェンナ、黒鉛、およびそれらの組み合わせからなる群から選択さ
れる。顔料は、例えば二酸化チタンまたは酸化亜鉛などの白色顔料、例えば黒色酸化鉄な
どの黒色顔料、例えば、ウルトラマリンまたは赤色酸化鉄などの有色顔料、光沢顔料、金
属効果顔料、真珠光沢顔料、および好ましくは少なくとも一つの顔料が有色の非白色顔料
である蛍光またはリン光顔料であってもよい。少なくとも一つの実施形態において、顔料
は、金属酸化物、水酸化物および酸化物水和物、混合相顔料、硫黄含有シリケート、金属
硫化物、錯体金属シアン化合物、金属硫酸塩、クロム酸塩およびモリブデン酸塩、ならび
に金属それ自体（ブロンズ顔料）、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択され
る。少なくとも一つの実施形態において、顔料は、二酸化チタン（ＣＩ　７７８９１）、
黒色酸化鉄（ＣＩ　７７４９９）、黄色酸化鉄（ＣＩ　７７４９２）、赤色および褐色酸
化鉄（ＣＩ　７７４９１）、マンガンバイオレット（ＣＩ　７７７４２）、ウルトラマリ
ン（スルホケイ酸アルミニウムナトリウム、ＣＩ　７７００７、ピグメントブルー２９）
、酸化クロム水和物（ＣＩ　７７２８９）、プルシアンブルー（フェロシアン化鉄、ＣＩ
　７７５１０）、カーマイン（コチニール）、およびそれらの組み合わせからなる群から



(30) JP 6826134 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

選択される。少なくとも一つの実施形態において、顔料は、二酸化チタンまたはオキシ塩
化ビスマスなどの金属酸化物または金属酸塩化物でコーティングされた雲母に基づく真珠
光沢顔料および有色顔料、ならびに任意選択的に、酸化鉄、プルシアンブルー、ウルトラ
マリン、カーマイン等などの、および層の厚さを変えることにより色が決定され得るさら
なる色付与物質からなる群から選択される。そのような顔料は、例えば、Ｍｅｒｃｋ、ド
イツより商品名Ｒｏｎａ（登録商標）、Ｃｏｌｏｒｏｎａ（登録商標）、Ｄｉｃｈｒｏｎ
ａ（登録商標）およびＴｉｍｉｒｏｎ（登録商標）で販売されている。少なくとも一つの
実施形態において、顔料は、セピア、ガンボージ、骨灰、カッセルブラウン、インジゴ、
クロロフィルおよび他の植物顔料などの有機顔料からなる群から選択される。少なくとも
一つの実施形態において、顔料は、アゾ顔料、アントラキノイド、インジゴイド、ジオキ
サジン、キナクリドン、フタロシアニン、イソインドリノン、ペリレンおよびペリノン、
金属錯体、アルカリブルー、ならびにジケトピロロピロール顔料などの合成有機顔料から
なる群から選択される。
【０１４１】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．０１ｗｔ％～１０ｗｔ％、好ましく
は０．０５ｗｔ％～５ｗｔ％の少なくとも一つの粒子状物質を含む。好適な物質は、例え
ば、室温（２５　℃）で固体であり、および粒子の形態である物質である。少なくとも一
つの実施形態において、粒子状物質は、シリカ、シリケート、アルミネート、クレイアー
ス（ｃｌａｙ　ｅａｒｔｈ）、雲母、不溶性塩、特に不溶性無機金属塩、金属酸化物、例
えば二酸化チタン、鉱物からなる群から選択され、不溶性ポリマー粒子が適している。粒
子は、非溶解形態、好ましくは安定に分散した形態で製剤中に存在してもよく、ケラチン
基質への適用および溶剤の蒸発後、基質上に固体形態で沈着することができる。安定な分
散は、固体粒子が沈下するのを防ぐのに十分に大きな収量を製剤に提供することで達成す
ることができる。十分な収量は、適切な量で好適なゲル系製剤を用いて確立することがで
きる。少なくとも一つの実施形態において、粒子状物質は、シリカ（シリカゲル、二酸化
シリコン）および金属塩、特に無機金属塩からなる群から選択され、シリカが特に好まし
い。金属塩は、例えば、塩化ナトリウムまたは塩化カリウムなどのハロゲン化アルカリ金
属またはハロゲン化アルカリ土類金属；硫酸ナトリウムまたは硫酸マグネシウムなどの硫
酸アルカリ金属または硫酸アルカリ土類金属である。
【０１４２】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は直接染料を含む。直接染料のうち好ましい
のは、単独または互いに組み合わせた以下の化合物である：ヒドロキシエチル－２－ニト
ロ－ｐ－トルイジン、２－ヒドロキシエチルピクラミン酸、４－ニトロフェニルアミノウ
レア、トリ（４－アミノ－３－メチルフェニル）カルベニウムクロリド（Ｂａｓｉｃ　Ｖ
ｉｏｌｅｔ　２）、１，４－ジ－アミノ－９，１０－アントラセンジオン（Ｄｉｓｐｅｒ
ｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　１）、１－（２－ヒドロキシ－エチル）アミノ－２－ニトロ－４－
［ジ（２－ヒドロキシエチル）アミノ］ベンゼン（ＨＣ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．２）、４－［
エチル－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－１－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］
－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．１２）、１－アミノ－４－［ジ（
２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１
３）、４－アミノ－１－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（Ｈ
Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３）、４－アミノ－３－ニトロフェノール、４－［（２－ヒドロキシ
エチル）アミノ］－３－ニトロフェノール、１－アミノ－５－クロロ－４－［（２，３－
ジヒドロキシプロピル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１０）、
５－クロロ－１，４－［ジ（２，３－ジヒドロキシプロピル）アミノ］－２－ニトロベン
ゼン（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１１）、２－クロロ－６－エチルアミノ－４－ニトロフェノ
ール、２－アミノ－６－クロロ－４－ニトロフェノール、４－［（２－ヒドロキシエチル
）アミノ］－３－ニトロ－１－トリフルオロメチルベンゼン（ＨＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ
．１３）、８－アミノ－２－ブロモ－５－ヒドロキシ－４－イミノ－６－｛［３－（トリ
メチルアンモニオ）－フェニル］アミノ｝－１（４Ｈ）－ナフタレノンクロリド（Ｃ．Ｉ
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．　５６０５９；Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．９９）、１－［（４－アミノフェニル）
アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）－２－ナフトールクロリド（Ｃ．Ｉ．１２２５０
；Ｂａｓｉｃ　Ｂｒｏｗｎ　Ｎｏ．１６）、１－［（４－アミノ－２－ニトロフェニル）
アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）－２－ナフトールクロリド（Ｂａｓｉｃ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｎｏ．１７）、２－ヒドロキシ－１－［（２－メトキシフェニル）アゾ］－７－（
トリメチルアンモニオ）ナフタレンクロリド（Ｃ．Ｉ．１２２４５；Ｂａｓｉｃ　Ｒｅｄ
　Ｎｏ．７６）、３－メチル－１－フェニル－４－｛［３－（トリメチルアンモニオ）フ
ェニル］アゾ｝ピラゾール－５－オンクロリド（Ｃ．Ｉ．１２７１９；Ｂａｓｉｃ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　Ｎｏ．５７）および２，６－ジアミノ－３－［（ピリジン－３－イル）アゾ］
ピリジン、ならびにそれらの塩。前記直接染料のうち特に好ましいのは、単独または互い
に組み合わせた以下の化合物である：ヒドロキシエチル－２－ニトロ－ｐ－トルイジン、
２－ヒドロキシエチルピクラミン酸、４－ニトロフェニルアミノウレア、トリ（４－アミ
ノ－３－メチルフェニル）カルベニウムクロリド（Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　２）、１
，４－ジ－アミノ－９，１０－アントラセンジオン（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　
１）、１－（２－ヒドロキシ－エチル）アミノ－２－ニトロ－４－［ジ（２－ヒドロキシ
エチル）アミノ］ベンゼン（ＨＣ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．２）、４－［エチル－（２－ヒドロ
キシエチル）アミノ］－１－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン
塩酸塩（ＨＣ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．１２）、１－アミノ－４－［ジ（２－ヒドロキシエチル
）アミノ］－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１３）、４－アミノ－１
－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３
）、４－アミノ－３－ニトロフェノール、４－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３
－ニトロフェノール、１－アミノ－５－クロロ－４－［（２，３－ジヒドロキシプロピル
）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１０）、５－クロロ－１，４－
［ジ（２，３－ジヒドロキシプロピル）－アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ　Ｒｅｄ
　Ｎｏ．１１）、２－クロロ－６－エチルアミノ－４－ニトロフェノール、２－アミノ－
６－クロロ－４－ニトロフェノール、４－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３－ニ
トロ－１－トリフルオロメチルベンゼン（ＨＣ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．１３）、８－アミ
ノ－２－ブロモ－５－ヒドロキシ－４－イミノ－６－｛［３－（トリメチルアンモニオ）
－フェニル］アミノ｝－１（４Ｈ）－ナフタレノンクロリド（Ｃ．Ｉ．５６０５９；Ｂａ
ｓｉｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．９９）、１－［（４－アミノフェニル）アゾ］－７－（トリメ
チルアンモニオ）－２－ナフトールクロリド（Ｃ．Ｉ．１２２５０；Ｂａｓｉｃ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｎｏ．１６）、１－［（４－アミノ－２－ニトロフェニル）アゾ］－７－（トリメ
チルアンモニオ）－２－ナフトールクロリド（Ｂａｓｉｃ　Ｂｒｏｗｎ　Ｎｏ．１７）、
２－ヒドロキシ－１－［（２－メトキシフェニル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ
）ナフタレンクロリド（Ｃ．Ｉ．１２２４５；Ｂａｓｉｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７６）、３－
メチル－１－フェニル－４－｛［３－（トリメチルアンモニオ）フェニル］アゾ｝ピラゾ
ール－５－オンクロリド（Ｃ．Ｉ．１２７１９；Ｂａｓｉｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．５７
）および２，６－ジ－アミノ－３－［（ピリジン－３－イル）アゾ］ピリジン、ならびに
それらの塩。少なくとも一つの実施形態において、製剤中の直接染料の総量は、合計０．
０１～１５ｗｔ％、好ましくは０．１～１０ｗｔ％、最も好ましくは０．５～８ｗｔ％に
なる。
【０１４３】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はコンディショニング剤を含む。少なくとも
一つの実施形態において、コンディショニング剤は、乳化液体粒子を形成する水不溶性、
水分散性、不揮発性の液体である。少なくとも一つの実施形態において、コンディショニ
ング剤は、シリコーン（例えば、シリコーン油、カチオン性シリコーン、シリコーンガム
、高屈折率シリコーン、およびシリコーン樹脂）、有機コンディショニングオイル（例え
ば、炭化水素油、ポリオレフィン、および脂肪エステル）、カチオン性コンディショニン
グ界面活性剤、高融点脂肪化合物、またはそれらの組み合わせである。
【０１４４】
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　少なくとも一つの実施形態において、コンディショニング剤は、シリコーンであり、製
剤は、製剤の総重量で０．０１％～１０％、または０．１％～５％のシリコーンコンディ
ショニング剤を含む。好適なシリコーンコンディショニング剤、およびシリコーン用の任
意選択の懸濁剤は、ＵＳ５，１０４，６４６に記載されている。少なくとも一つの実施形
態において、製剤は、ポリジメチルシロキサン、（ポリジメチルシロキサン）（メチルビ
ニルシロキサン）コポリマー、ポリ（ジメチルシロキサン）（ジフェニルシロキサン）（
メチルビニルシロキサン）コポリマー、およびそれらの混合物からなる群から選択される
シリコーンガムを含む。
【０１４５】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は末端アミノシリコーンを含む。本明細書に
定義される「末端アミノシリコーン」は、シリコーン骨格の一端または両端に一つまたは
複数のアミノ基を含むシリコーンを意味する。少なくとも一つの実施形態において、製剤
は、ペンダントアミノ基を含むシリコーン化合物を実質的に全く含まない。一実施形態に
おいて、製剤は、末端アミノシリコーン以外のシリコーン化合物を実質的に全く含まない
。少なくとも一つの実施形態において、末端アミノシリコーンのシリコーン骨格の少なく
とも一方の末端のアミノ基は、第一級アミン、第二級アミンおよび第三級アミンからなる
群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、
式（Ｓ）：
　　（ＲＦ）ａＧ３－ａ－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ２）ｎ－Ｏ－ＳｉＧ３－ａ（ＲＦ）ａ

｛式中、
Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、またはＣ１～Ｃ８アルキル、好ましくはメチルであ
り、
ａは、１～３の値を有する整数、好ましくは１であり、ｂは０、１または２、好ましくは
１であり、
ｎは、０～１，９９９の数であり、
ＲＦは、一般式ＣｑＨ２ｑＬ［式中、ｑは２～８の値を有する整数であり、およびＬは以
下の群から選択される：－Ｎ（ＲＴ）ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＲＴ）２；－Ｎ（ＲＴ）２；
－Ｎ（ＲＴ）３Ａ－；－Ｎ（ＲＴ）ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＲＴＨ２Ａ－（式中、ＲＴは水素
、フェニル、ベンジル、または飽和炭化水素基、好ましくは１～２０個の炭素原子を有す
るアルキル基であり、Ａ－は－ハロゲン化物イオンである）に従う一価の基である］｝
に従う末端アミノシリコーンを含む。
【０１４６】
　少なくとも一つの実施形態において、式（Ｓ）に対応する末端アミノシリコーンは、ａ
＝１、ｑ＝３、Ｇ＝メチルを有し、ｎは１０００～２５００、あるいは１５００～１７０
０であり、およびＬは－Ｎ（ＣＨ３）２である。式（ＩＩＩ）に対応する好適な末端アミ
ノシリコーンは、ａ＝Ｏ、Ｇ＝メチルを有し、ｎは１００～１５００、または２００～８
００であり、およびＬは以下の群から選択される：－Ｎ（ＲＴ）ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（Ｒ
Ｔ）２；－Ｎ（ＲＴ）２；－Ｎ（ＲＴ）３Ａ－；－Ｎ（ＲＴ）ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＲＴＨ

２Ａ－（式中、ＲＴは水素、フェニル、ベンジル、または飽和炭化水素基、好ましくは１
～２０個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ａ－は－ハロゲン化物イオンであり、あ
るいはＬは－ＮＨ２である。少なくとも一つの実施形態において、末端アミノシリコーン
は、ビス－アミノメチルジメチコン、ビスアミノエチルジメチコン、ビス－アミノプロピ
ルジメチコン、ビス－アミノブチルジメチコン、およびそれらの混合物からなる群から選
択される。一実施形態において、末端アミノシリコーンの粘度は、２５℃で測定された１
，０００～３０，０００ｃＰｓ、または５，０００～２０，０００ｃＰｓである。
【０１４７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、製剤の総重量で０．１％～２０％、また
は０．５％～１０％、または１％～６％の末端アミノシリコーンを含む。
【０１４８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は高融点脂肪化合物を含む。高融点脂肪化合
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物は、２５℃以上の融点を有する。少なくとも一つの実施形態において、高融点脂肪化合
物は、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、脂肪酸誘導体、およびそれらの
混合物からなる群から選択される。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ、Ｆｉｆｔ
ｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、１９９３、およびＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅ
ｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、１９９２に見出される。製剤
は、製剤の総重量で０．１％～４０％、または１％～３０％、または１．５％～１６％、
または１．５％～８％の高融点脂肪化合物を含んでもよい。これは、湿った毛髪に適用中
の滑らか感、乾いた毛髪での柔らかさおよび潤い感などの改善されたコンディショニング
効果をもたらす点で有利である。少なくとも一つの実施形態において、脂肪アルコールは
、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルアルコール、およびそれらの
混合物からなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、ラメラ
ゲルマトリックスに含まれる直鎖脂肪アルコールを含む。ラメラゲルマトリックスは、湿
った毛髪に適用中の滑らか感、乾いた毛髪での柔らかさおよび潤い感などの様々なコンデ
ィショニング効果をもたらすのに適している。直鎖脂肪アルコールは、８～２４個の炭素
原子を含み得る。一実施形態において、直鎖脂肪アルコールは、セチルアルコール、ステ
アリルアルコール、およびそれらの混合物からなる群から選択される。一実施形態におい
て、合計直鎖脂肪アルコール対末端アミノシリコーンの重量比は、０．５：１～１０：１
、または１：１～５：１、または２．４：１～２．７：１である。
【０１４９】
　少なくとも一つの実施形態において、ラメラゲルマトリックスは、カチオン性コンディ
ショニング界面活性剤および高融点脂肪化合物を含む。ラメラゲルマトリックスを提供す
るという点で、カチオン性コンディショニング界面活性剤対高融点脂肪化合物は、カチオ
ン性界面活性剤対高融点脂肪化合物の重量比が、１：１～１：１０、または１：１～１：
６の範囲となるようなレベルで含有される。
【０１５０】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、カチオン性コンディショニング界面活性
剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、製剤の総重量で０．０５％～３
．０％、または０．０７５％～２．０％、または０．１％～１．０％のカチオン性コンデ
ィショニング界面活性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、カチオン性コンデ
ィショニング界面活性剤は、ラメラゲルマトリックスに含まれる。換言すれば、製剤は、
ラメラゲルマトリックスを含み、ラメラゲルマトリックスは、カチオン性コンディショニ
ング界面活性剤を含む。一実施形態において、カチオン性コンディショニング界面活性剤
は、式（Ｃ）：
【０１５１】
【化２０】

（式中、Ｒ７１、Ｒ７２、Ｒ７３およびＲ７４の少なくとも一つは、８～３０個の炭素原
子の脂肪族基、最大２２個の炭素原子を有する芳香族基、アルコキシ基、ポリオキシアル
キレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、またはアルキルアリ
ール基から選択され；Ｒ７１、Ｒ７２、Ｒ７３およびＲ７４の残りの部分は、１～２２個
の炭素原子からなる脂肪族基、および最大２２個の炭素原子を有する芳香族基、アルコキ
シ基、ポリオキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基
またはアルキルアリール基からなる群から独立に選択され；



(34) JP 6826134 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

Ｘは、ハロゲン、酢酸基、クエン酸基、乳酸基、グリコール酸基、リン酸基、硝酸基、ス
ルホン酸基、硫酸基、アルキル硫酸基、アルキルスルホン酸基、およびそれらの組み合わ
せからなる群から選択される）
による。
【０１５２】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性コンディショニング界面活性剤は、ベ
ヘニルトリメチルアンモニウムクロリド、硫酸メチルまたは硫酸エチル、およびステアリ
ルトリメチルアンモニウムクロリド、硫酸メチルまたは硫酸エチルからなる群から選択さ
れる。より長いアルキル基は、アルキル基がより短いカチオン性界面活性剤と比べて、湿
ったおよび乾いた毛髪での滑らかさおよび柔らかな手触りを改善すると考えられる。その
ようなカチオン性界面活性剤は、より短いアルキル基を有するものと比べて、刺激の低減
をもたらすことができることも考えられる。
【０１５３】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性界面活性剤は、ジアルキル（１４～１
８）ジメチルアンモニウムクロリド、二牛脂アルキルジメチルアンモニウムクロリド、二
水素化牛脂アルキルジメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモニウム
クロリド、ジセチルジメチルアンモニウムクロリド、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択されるジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩である。
【０１５４】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性界面活性剤は、１２～２２個の炭素の
アルキル基を有する第三級アミドアミンである。第三級アミドアミンは、ステアラミドプ
ロピルジメチル－、ステアラミドプロピルジエチル－、ステアラミドエチルジエチル－、
ステアラミドエチルジメチル－、パルミタミドプロピルジメチル－、パルミタミドプロピ
ルジエチル－、パルミタミドエチルジエチル－、パルミタミドエチルジメチル－、ベヘン
アミドプロピルジメチル－、ベヘンアミドプロピルジエチル－、ベヘンアミドエチルジエ
チル－、ベヘンアミドエチルジメチル－、アラキドアミドプロピルジメチル－、アラキド
アミドプロピルジエチル－、アラキドアミドエチルジエチル－、およびアラキドアミドエ
チルジメチルアミン、ジエチルアミノエチルステアラミド、およびそれらの混合物からな
る群から選択されてもよい。第三級アミドアミンは、酸と組み合わせて使用することがで
きる。酸は、塩形成アニオンとして典型的には使用される。一実施形態において、酸は、
乳酸、リンゴ酸、塩酸、１－グルタミン酸、酢酸、クエン酸、およびそれらの混合物から
なる群から選択される。
【０１５５】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性界面活性剤は、セチルトリモニウムク
ロリド（ＣＴＡＣ）、ステアリルトリモニウムクロリド（ＳＴＡＣ）、ベヘントリモニウ
ムメトサルフェート、ステアロイルアミドプロピルジメチルアミン（ＳＡＰＤＭＡ）、ジ
ステアリルジメチルアンモニウムクロリド、およびそれらの混合物からなる群から選択さ
れる。
【０１５６】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は界面活性剤系を含む。少なくとも一つの実
施形態において、界面活性剤系は、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、非イ
オン性界面活性剤、両性イオン性界面活性剤および／または両性界面活性剤からなる群か
ら選択される界面活性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．０１
ｗｔ％～７０ｗｔ％、０．１ｗｔ％～４０％、１ｗｔ％～３０％、２ｗｔ％～２０ｗｔ％
の界面活性剤の合計量を含む。
【０１５７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はアニオン性界面活性剤を含む。少なくとも
一つの実施形態において、アニオン性界面活性剤は、（Ｃ１０～Ｃ２０）－アルキルおよ
びアルキレンカルボキシレート、アルキルエーテルカルボキシレート、脂肪アルコールス
ルフェート、脂肪アルコールエーテルスルフェート、アルキルアミドスルフェートおよび
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スルホネート、脂肪酸アルキルアミドポリグリコールエーテルスルフェート、アルカンス
ルホネートおよびヒドロキシアルカンスルホネート、オレフィンスルホネート、イセチオ
ネートのアシルエステル、α－スルホ脂肪酸エステル、アルキルベンゼンスルホネート、
アルキルフェノールグリコールエーテルスルホネート、スルホスクシネート、スルホコハ
ク酸モノエステルおよびジエステル、脂肪アルコールエーテルホスフェート、タンパク質
／脂肪酸縮合産物、アルキルモノグリセリドスルフェートおよびスルホネート、アルキル
グリセリドエーテルスルホネート、脂肪酸メチルタウリド、脂肪酸サルコシネート、スル
ホリシノレート、アシルグルタメート、およびそれらの混合物からなる群から選択される
。アニオン性界面活性剤（およびその混合物）は、それらの水溶性または水分散性塩、例
えば、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、アンモニウム、モノ、ジ－、およびトリエ
タノールアンモニウム、ならびに類似したアルキルアンモニウム塩の形態で使用されても
よい。少なくとも一つの実施形態において、アニオン性界面活性剤は、１２～１４個の炭
素原子を含むアニオン性界面活性剤の塩である。少なくとも一つの実施形態において、ア
ニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム、トリデシル
硫酸ナトリウム、トリデセス硫酸ナトリウム、ミリスチル硫酸ナトリウム、ナトリウムミ
レス硫酸ナトリウム、およびそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１５８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はアシルグリシネート界面活性剤を含む。少
なくとも一つの実施形態において、アシルグリシネート界面活性剤は、式（Ｙ）：
【０１５９】
【化２１】

（式中、
Ｒ１ａは、６～３０個、好ましくは８～２２個、特に好ましくは８～１８個の炭素原子を
有する直鎖もしくは分岐、飽和アルカノイル基、または６～３０個、好ましくは８～２２
個、より好ましくは１２～１８個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐、モノ－もしくは
ポリ不飽和アルケノイル基であり、
Ｑａ

＋は、カチオンである）に従う。
【０１６０】
　少なくとも一つの実施形態において、Ｑａ

＋は、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋、Ｃ
ａ＋＋、Ａｌ＋＋＋、ＮＨ４

＋、モノアルキルアンモニウムイオン、ジアルキルアンモニ
ウムイオン、トリアルキルアンモニウムイオンおよびテトラアルキルアンモニウムイオン
、またはそれらの組み合わせからなる群から選択される。任意選択的にＲ１ａは、互いに
独立に、（Ｃ１～Ｃ２２）－アルキル基または（Ｃ２～Ｃ１０）－ヒドロキシアルキル基
である。少なくとも一つの実施形態において、アシルグリシネート界面活性剤は、ナトリ
ウムココイルグリシネートおよびカリウムココイルグリシネートから選択される。
【０１６１】
　少なくとも一つの実施形態において、アシルグリシネート界面活性剤は、式（Ｙ）（式
中、Ｒは、Ｃ１２アルキルまたはＣ１４アルキルである）に従うものから選択される。少
なくとも一つの実施形態において、アシルグリシネート界面活性剤は、式（Ｙ）（Ｒは、
Ｃ１６アルキルまたはＣ１８アルキルである）に従うものから選択される。
【０１６２】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、式（Ｚ）に対応するグルタメート界面活
性剤またはその塩を含む：
【０１６３】
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【化２２】

（式中、
Ｒ’は、ＨＯＯＣ－ＣＨ２－ＣＨ２－またはＭ＋－ＯＯＣ－ＣＨ２－ＣＨ２－であり、こ
こでＭ＋はカチオンであり；Ｒは、６～３０個、好ましくは８～２２個、より好ましくは
８～１８個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐、飽和アルカノイル基であり、または６
～３０個、好ましくは８～２２個、およびより好ましくは１２～１８個の炭素原子を有す
る直鎖もしくは分岐、モノ－もしくはポリ不飽和アルケノイル基である）。少なくとも一
つの実施形態において、Ｍ＋は金属カチオンである。少なくとも一つの実施形態において
、Ｍ＋は、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋、Ｃａ＋＋、Ａｌ＋＋＋、ＮＨ４＋、モノア
ルキルアンモニウムイオン、ジアルキルアンモニウムイオン、トリアルキルアンモニウム
イオンおよびテトラアルキルアンモニウムイオン、またはそれらの組み合わせからなる群
から選択される。少なくとも一つの実施形態において、グルタミン酸界面活性剤は、ココ
イルグルタミン酸ナトリウムおよびココイルグルタミン酸カリウムから選択される。少な
くとも一つの実施形態において、グルタミン酸界面活性剤は、式（Ｚ）（式中、Ｒは、Ｃ

１２アルキルまたはＣ１４アルキルである）に従うものから選択される。少なくとも一つ
の実施形態において、グルタミン酸界面活性剤は、式（Ｚ）（式中、Ｒは、Ｃ１６アルキ
ルまたはＣ１８アルキルである）に従うものから選択される。
【０１６４】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．０１ｗｔ％～３０ｗｔ％、または１
ｗｔ％～２５ｗｔ％、好ましくは５ｗｔ％～２０ｗｔ％、より好ましくは１２ｗｔ％～１
８ｗｔ％のアニオン性界面活性剤を含む。
【０１６５】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、非イオン性界面活性剤を含む。少なくと
も一つの実施形態において、非イオン性界面活性剤は、１２を超えるＨＬＢ（親水性親油
性バランス）を有する。任意選択的に、非イオン性界面活性剤は、１２～２２個の炭素原
子を含む脂肪鎖を有するエトキシル化またはエトキシル化／プロポキシル化脂肪アルコー
ル、ステアリル－またはラウリルアルコール（ＥＯ－７）などのエトキシル化ステロール
、ＰＥＧ－１６ダイズステロールまたはＰＥＧ－１０ダイズステロール、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレンブロックポリマー（ポロキサマー）、およびそれらの混合物か
らなる群から選択される。
【０１６６】
　少なくとも一つの実施形態において、非イオン性界面活性剤は、エトキシル化脂肪アル
コール、脂肪酸、脂肪酸グリセリドまたはアルキルフェノール、特に、Ｃ８～Ｃ２２脂肪
アルコールへの、Ｃ１２～Ｃ２２脂肪酸へのまたは８～１５個の炭素原子をアルキル基に
有するアルキルフェノールへの２～３０ｍｏｌのエチレンオキシドおよび／または１～５
ｍｏｌのプロピレンオキシドの付加物、グリセロールへの１～３０ｍｏｌのエチレンオキ
シドの付加物のＣ１２～Ｃ２２脂肪酸モノ－およびジエステル、ヒマシ油または硬化ヒマ
シ油への５～６０ｍｏｌのエチレンオキシドの付加物、脂肪酸糖エステル、特にスクロー
スおよび１個または２個のＣ８～Ｃ２２脂肪酸のエステル、ＩＮＣＩ：ヤシ脂肪酸スクロ
ース、ジラウリン酸スクロース、ジステアリン酸スクロース、ラウリン酸スクロース、ミ
リスチン酸スクロース、オレイン酸スクロース、パルミチン酸スクロース、リシノール酸
スクロース、ステアリン酸スクロース、ソルビタンおよび１個、２個または３個のＣ８～
Ｃ２２脂肪酸および４～２０のエトキシル化度のエステル、ポリグリセリル脂肪酸エステ
ル（特に、１個、２個またはそれ以上のＣ８～Ｃ２２脂肪酸および好ましくは２～２０個
のグリセリル単位を有するポリグリセロールの）、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基を有するアル
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キルグルコシド、アルキルオリゴグルコシドおよびアルキルポリグルコシド、例えばデシ
ルグルコシドまたはラウリルグルコシド、およびそれらの混合物からなる群から選択され
る。
【０１６７】
　少なくとも一つの実施形態において、非イオン性界面活性剤は、脂肪アルコールエトキ
シレート（アルキルポリエチレングリコール）、アルキルフェノールポリエチレングリコ
ール、アルキルメルカプタンポリエチレングリコール、脂肪アミンエトキシレート（アル
キルアミノポリエチレングリコール）、脂肪酸エトキシレート（アシルポリエチレングリ
コール）、ポリプロピレングリコールエトキシレート（Ｐｌｕｒｏｎｉｃｓ（登録商標）
）、脂肪酸アルキロールアミド、（脂肪酸アミドポリエチレングリコール）、Ｎ－アルキ
ル脂肪酸アミド、Ｎ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミド、スクロースエステル、ソ
ルビトールエステル、ポリグリコールエーテル、およびそれらの混合物からなる群から選
択される。
【０１６８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、脂肪酸Ｎ－メチル－Ｎ－グルカミド界面
活性剤を含み、脂肪酸Ｎ－メチル－Ｎ－グルカミド界面活性剤は、式（Ｘ）：
【０１６９】
【化２３】

（式中、Ｒは、３～３０個の炭素原子を有する直鎖または分岐アルキルまたはアルケニル
基である。少なくとも一つの実施形態において、Ｒは、３～３０個の炭素原子を有するア
ルキル基である。少なくとも一つの実施形態において、Ｒは、直鎖または分岐であっても
よい、および３～２０個の炭素原子を炭化水素鎖に有してもよい、好ましくは直鎖または
分岐であってもよい飽和脂肪族炭化水素基である。分岐（ｂｒａｎｃｈｅｄ）は、メチル
、エチルまたはプロピルなどの低級アルキル基が置換基として直鎖アルキル鎖に存在する
ことを意味する。少なくとも一つの実施形態において、Ｒは、１－プロピル、２－プロピ
ル、１－ブチル、２－ブチル、２－メチル－１－プロピル（イソブチル）、２－メチル－
２－プロピル（ｔｅｒｔ－ブチル）、１－ペンチル、２－ペンチル、３－ペンチル、２－
メチル－１－ブチル、３－メチル－１－ブチル、２－メチル－２－ブチル、３－メチル－
２－ブチル、２，２－ジメチル－１－プロピル、１－ヘキシル、２－ヘキシル、３－ヘキ
シル、２－メチル－１－ペンチル、３－メチル－１－ペンチル、４－メチル－１－ペンチ
ル、２－メチル－２－ペンチル、３－メチル－２－ペンチル、４－メチル－２－ペンチル
、２－メチル－３－ペンチル、３－メチル－３－ペンチル、２，２－ジメチル－１－ブチ
ル、２，３－ジメチル－１－ブチル、３，３－ジメチル－１－ブチル、２－エチル－１－
ブチル、２，３－ジメチル－２－ブチル、３，３－ジメチル－２－ブチル、１－ヘプチル
、１－オクチル、１－ノニル、１－デシル、１－ウンデシル、１－ドデシル、１－テトラ
デシル、１－ヘキサデシルおよび１－オクタデシルからなる群から選択される。好適な脂
肪酸Ｎ－メチル－Ｎ－グルカミド界面活性剤は、参照により本明細書に組み込まれるＷＯ
２０１３／１７８７００およびＥＰ０５５０６３７に記載されている。少なくとも一つの
実施形態において、Ｎ－メチル－Ｎ－グルカミド界面活性剤は、式（Ｘ）（式中、Ｒは、
Ｃ１２アルキルまたはＣ１４アルキルである）に従うものから選択される。少なくとも一
つの実施形態において、Ｎ－メチル－Ｎ－グルカミド界面活性剤は、式（Ｘ）（式中、Ｒ
は、Ｃ１６アルキルまたはＣ１８アルキルである）に従うものから選択される。
【０１７０】
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　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、１ｗｔ％～２０ｗｔ％、より好ましくは
２ｗｔ％～１０ｗｔ％、さらにより好ましくは３ｗｔ％～７ｗｔ％の非イオン性界面活性
剤を含む。
【０１７１】
　少なくとも一つの実施形態において、両性界面活性剤は、アルカリ金属塩ならびにモノ
－、ジ－、およびトリアルキルアンモニウム塩としてのＮ－（Ｃ１２～Ｃ１８）－アルキ
ル－β－アミノプロピオネートおよびＮ－（Ｃ１２～Ｃ１８）－アルキル－β－イミノジ
プロピオネート；Ｎ－アシルアミノアルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトベタイン、好まし
くはＮ－（Ｃ８～Ｃ１８）－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトベタイン、
（Ｃ１２～Ｃ１８）－アルキル－ジメチル－スルホプロピルベタイン、イミダゾリンに基
づく両性界面活性剤（商品名：Ｍｉｒａｎｏｌ（登録商標）、Ｓｔｅｉｎａｐｏｎ（登録
商標））、好ましくは１－（β－カルボキシメチルオキシエチル）－１－（カルボキシメ
チル）－２－ラウリルイミダゾリニウムのナトリウム塩；アミンオキシド、例えば、（Ｃ

１２～Ｃ１８）－アルキル－ジメチル－アミンオキシド、脂肪酸アミドアルキルジメチル
アミンオキシド、およびそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１７２】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はベタイン界面活性剤を含む。任意選択的に
、ベタイン界面活性剤は、Ｃ８～Ｃ１８アルキルベタインから選択される。少なくとも一
つの実施形態において、ベタイン界面活性剤は、ココジメチルカルボキシメチルベタイン
、ラウリルジメチルカルボキシメチルベタイン、ラウリルジメチルアルファカルボキシエ
チルベタイン、セチルジメチルカルボキシメチルベタイン、オレイルジメチルガンマカル
ボキシプロピルベタインおよびラウリルビス（２－ヒドロキシプロピル）アルファカルボ
キシエチルベタイン、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される。任意選択
的に、ベタイン界面活性剤は、Ｃ８～Ｃ１８スルホベタインから選択される。少なくとも
一つの実施形態において、ベタイン界面活性剤は、ココジメチルスルホプロピルベタイン
、ステアリルジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルジメチルスルホエチルベタイン
、ラウリルビス（２－ヒドロキシエチル）スルホプロピルベタイン、およびそれらの組み
合わせからなる群から選択される。任意選択的に、ベタイン界面活性剤は、イミダゾール
のカルボキシル誘導体、Ｃ８～Ｃ１８アルキルジメチルアンモニウムアセテート、Ｃ８～
Ｃ１８アルキルジメチルカルボニルメチルアンモニウム塩、およびＣ８～Ｃ１８脂肪酸ア
ルキルアミドベタイン、ならびにそれらの混合物から選択される。任意選択的に、Ｃ８～
Ｃ１８脂肪酸アルキルアミドベタインは、ココナッツ脂肪酸アミドプロピルベタイン、Ｎ
－ココナッツ脂肪酸アミドエチル－Ｎ－［２－（カルボキシメトキシ）エチル］グリセロ
ール（ＣＴＦＡ名：ココアンホカルボキシグリシネート）、およびそれらの混合物から選
択される。
【０１７３】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．５ｗｔ％～２０ｗｔ％、好ましくは
１ｗｔ％～１０ｗｔ％の両性界面活性剤を含む。
【０１７４】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は界面活性剤系を含む。少なくとも一つの実
施形態において、界面活性剤系は、ラウリル硫酸、ラウレス硫酸、ココアミドプロピルベ
タイン、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロアンホアセテート、およびそれらの混
合物からなる群から選択される少なくとも一つの界面活性剤を含む。少なくとも一つの実
施形態において、界面活性剤系は、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、
および任意選択的にコカミドプロピルベタインを含む。少なくとも一つの実施形態におい
て、界面活性剤系は、ラウレス硫酸ナトリウム、ココイルグルタミン酸カリウム、および
コカミドプロピルベタインを含む。
【０１７５】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、ヘアスタイリングポリマーをさらに含む
。少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、両性ヘアスタイリ
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ングポリマー、両性イオン性ヘアスタイリングポリマー、アニオン性ヘアスタイリングポ
リマー、非イオン性ヘアスタイリングポリマー、カチオン性ヘアスタイリングポリマー、
およびそれらの混合物からなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、
製剤は、０．０１％～２０％、または０．０１％～１６％、または０．０１％～１０％、
または１％～８％、または２％～６％のヘアスタイリングポリマーを含む。
【０１７６】
　少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、水相溶性ヘアスタ
イリングポリマー、あるいは水溶性ヘアスタイリングポリマーである。少なくとも一つの
実施形態において、製剤は、水不相溶性ヘアスタイリングポリマーが実質的にない。水不
相溶性ヘアスタイリングポリマーの例には、ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド、およびア
クリル酸、メタクリル酸、またはそれらの単純エステルの一つのうちの一つまたは複数の
モノマーのコポリマーである、アクリレート／ｔ－ブチルアクリルアミドコポリマー（例
えば、ＢＡＳＦ製Ｕｌｔｒａｈｏｌｄ（登録商標）８）が挙げられる。（メタ）アクリル
酸またはそれらの単純エステルの一つのうちの二つ以上のモノマーのアクリレートコポリ
マーであるＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製Ｂａｌａｎｃｅ（登録商標）ＣＲは、水相溶性である
。オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマ
ーＡｍｐｈｏｍｅｒ（登録商標）も、水相溶性である。少なくとも一つの実施形態におい
て、ヘアスタイリングポリマーは、ラテックスヘアスタイリングポリマーである。
【０１７７】
　製剤は、カチオン性ヘアスタイリングポリマーを含んでもよい。少なくとも一つの実施
形態において、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、第一級、第二級、第三級または
第四級アミノ基を有するものからなる群から選択される。
【０１７８】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、１～７
ｍｅｑ／ｇであるカチオン電荷密度を有する。少なくとも一つの実施形態において、カチ
オン性ヘアスタイリングポリマーは、第四級アミノ基を含む。少なくとも一つの実施形態
において、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、第四級窒素基が、ポリマー鎖中にま
たは置換基として一つまたは複数のモノマー上に含有されるホモポリマーまたはコポリマ
ーである。アンモニウム基含有モノマーは、非カチオン性モノマーと共重合することがで
きる。少なくとも一つの実施形態において、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、基
重合を受けることができ、および少なくとも一つのカチオン基を有する不飽和化合物であ
るカチオン性モノマーを含む。少なくとも一つの実施形態において、カチオン性モノマー
は、ピリジニウム、イミダゾリウムまたは第四級ピロリドン、例えば、アルキルビニルイ
ミダゾリウム、アルキルビニルピリジニウム、またはアルキルビニルピロリドン塩などの
環状のカチオン性窒素含有基を有する、例えば、トリアルキルメタクリルオキシアルキル
アンモニウム、トリアルキルアクリルオキシアルキルアンモニウム、ジアルキルジアリル
アンモニウムおよび第四級ビニルアンモニウムモノマーなどのアンモニウム置換ビニルモ
ノマーからなる群から選択される。これらのモノマーのアルキル基は、例えば、Ｃ１～Ｃ

７アルキル基などの低級アルキル基であってもよく、またＣ１～Ｃ３アルキル基でもあっ
てもよい。
【０１７９】
　少なくとも一つの実施形態において、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、非カチ
オン性モノマーと共重合されているアンモニウム基含有モノマーを含む。非カチオン性モ
ノマーは、アクリルアミド、メタクリルアミド、アルキル－およびジアルキルアクリルア
ミド、アルキル－およびジアルキルメタクリルアミド、アルキルアクリレート、アルキル
メタクリレート、ビニルカプロラクトン、ビニルカプロラクタム、ビニルピロリドン、ビ
ニルエステル、例えばビニルアセテート、ビニルアルコール、プロピレングリコールまた
はエチレングリコール、ならびにそれらの混合物からなる群から選択することができる。
これらのモノマーのアルキル基は、Ｃ１～Ｃ７アルキル基であってもよく、Ｃ１～Ｃ３ア
ルキル基であってもよい。少なくとも一つの実施形態において、カチオン性ヘアスタイリ
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ングポリマーは、少なくとも一つの第四級アミノ基を含む。少なくとも一つの第四級アミ
ノ基を有する適切なポリマーには、例えば、ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄ
ｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙに「ポリクオタニウム」という名称で記載されているも
の、例えば、メチルビニルイミダゾリウムクロリド／ビニルピロリドンコポリマー（ポリ
クオタニウム－１６）または四級化ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレ
ートコポリマー（ポリクオタニウム－１１；ＩＳＰ製Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）７５５
Ｎ－ＰＷ）、ならびに例えば、第四級末端基を有するシリコーンポリマー（ｑｕａｔｅｍ
ｉｕｍ－８０）などの第四級シリコーンポリマーまたはシリコーンオリゴマーが挙げられ
る。
【０１８０】
　少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、合成起源であるカ
チオン性ヘアスタイリングポリマーである。少なくとも一つの実施形態において、合成起
源のカチオン性ヘアスタイリングポリマーは、ポリ（ジメチルジアリルアンモニウムクロ
リド）；アクリルアミドおよびジメチルジアリルアンモニウムクロリドからのコポリマー
；ジエチルスルフェートと、ビニルピロリドンおよびジメチルアミノエチルメタクリレー
トからのコポリマー、特にビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートメト
スルフェートコポリマーとの反応により形成される第四級アンモニウムポリマー（例えば
、Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）７５５Ｎ；Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）７３４）；メチル
ビニルイミダゾリウムクロリドおよびビニルピロリドンからの第四級アンモニウムポリマ
ー（例えば、ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）ＨＭ５５０；ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉ
ｑｕａｔ（登録商標）Ｈｏｌｄ；ポリクオタニウム－４６　ＢＡＳＦ製［ビニルカプロラ
クタム｛ＶＣａｐ｝、ビニルピロリドン｛ＶＰ｝および四級化ビニルイミダゾール｛ＱＶ
Ｉ｝］；ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）ＦＣ９０５［ポリクオタニウム－１６
］）；ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉｑｕａｔ　Ｓｕｐｒｅｍｅ（登録商標）（ポリクオタニウム－
６８、ビニルピロリドン、メタクリルアミド、ビニルイミダゾールおよび四級化ビニルイ
ミダゾールの四級化コポリマー）；ポリクオタニウム－３５；ポリクオタニウム－５７；
トリメチルアンモニウムエチルメタクリレートクロリドからのポリマー；ジメチルジアリ
ルアンモニウムクロリド、ナトリウムアクリレートおよびアクリルアミドからのターポリ
マー（例えば、Ｍｅｒｑｕａｔ（登録商標）Ｐｌｕｓ３３００）；ビニルピロリドン、ジ
メチルアミノプロピルメタクリルアミド、およびメタクリロイルアミノプロピルラウリル
ジメチルアンモニウムクロリドからのコポリマー；ビニルピロリドン、ジメチルアミノエ
チルメタクリレート、およびビニルカプロラクタムからのターポリマー（例えば、Ｇａｆ
ｆｉｘ（登録商標）ＶＣ７１３）；ビニルピロリドン／メタクリルアミドプロピルトリメ
チルアンモニウムクロリドコポリマー（例えば、Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）ＨＳ１００
）；ビニルピロリドンおよびジメチルアミノエチルメタクリレートからのコポリマー；ビ
ニルピロリドン、ビニルカプロラクタム、およびジメチルアミノプロピルアクリルアミド
からのコポリマー；少なくとも一つの第四級アンモニウム基で置換されたヒドロキシ酸か
ら選択される少なくとも一つの第１のタイプのモノマーから形成されるポリ－またはオリ
ゴエステル；末端位置で第四級アンモニウム基で置換されたジメチルポリシロキサン；な
らびにそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１８１】
　少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、天然起源であるカ
チオン性ヘアスタイリングポリマーである。少なくとも一つの実施形態において、天然起
源であるカチオン性ヘアスタイリングポリマーは、多糖類のカチオン性誘導体、例えば、
カチオン性セルロース誘導体、デンプン、グアー、およびそれらの混合物からなる群から
選択される。多糖類のカチオン性誘導体は、一般式：
　　　　　　　　　　Ｇ－Ｏ－Ｂ－Ｎ＋－Ｒａ－Ｒｂ－Ｒｃ　Ｘ－

（式中、
Ｇは、無水グルコース残基、例えば、デンプンまたはセルロース無水グルコースであり、
Ｂは、二価の結合基、例えば、アルキレン、オキシアルキレン、ポリオキシアルキレンま
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たはヒドロキシアルキレンであり、
Ｒａ、ＲｂおよびＲｃは、互いに独立にアルキル、アリール、アルキルアリール、アリー
ルアルキル、アルコキシアルキルまたはアルコキシアリールであり、これらのいずれも最
大２２個の炭素原子を有することができ、Ｒａ、ＲｂおよびＲｃの炭素原子の総数は、最
大２０であり得る）により表すことができる。
【０１８２】
　少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、少なくとも一つの
第四級アンモニウム基を有するもの、例えば、ヒドロキシエチルセルロースおよびジアリ
ルジメチルアンモニウムクロリドから作られるコポリマー（ポリクオタニウム－４）、ま
たはヒドロキシエチルセルロースおよび（アルキル基が１～２０個の炭素原子を有するこ
とができ、またはアルキル基がメチルである）トリアルキルアンモニウム基で置換された
エポキシドから作られる反応産物（ポリクオタニウム－１０）からなる群から選択される
カチオン性セルロース誘導体である。少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリ
ングポリマーは、１００，０００Ｄａ～６００，０００Ｄａ、または２００，０００Ｄａ
～４００，０００Ｄａの分子量を有するカチオン性セルロース誘導体である。少なくとも
一つの実施形態において、カチオン性セルロース誘導体は、０．５％～４％、または約１
．５％～３％である窒素含有量を有する。少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタ
イリングポリマーは、ポリクオタニウム－４であるカチオン性セルロース誘導体である。
ポリクオタニウム－４は、商品名Ｃｅｌｑｕａｔ（登録商標）ＨｌＯＯおよびＣｅｌｑｕ
ａｔ（登録商標）Ｌ２００で販売されており、このうちＣｅｌｑｕａｔ（登録商標）Ｌ２
００は特に好ましい。
【０１８３】
　少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、カチオン性ラテッ
クスヘアスタイリングポリマーである。少なくとも一つの実施形態において、カチオン性
ヘアスタイリングポリマーは、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１１、ポリク
オタニウム－１６、ポリクオタニウム－６８、それらの混合物、およびポリクオタニウム
－６８と非イオン性ヘアスタイリングポリマーとの混合物からなる群から選択される。少
なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマーは、ポリクオタニウム－４
、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－６８、およびそれらの混合物からなる群
から選択される。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、キトサン、キトサン塩ま
たはキトサン誘導体を含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．１重量％
未満のキトサン、キトサン塩およびキトサン誘導体を含む。別の実施形態において、製剤
は、キトサン、キトサン塩およびキトサン誘導体が実質的にない。少なくとも一つの実施
形態において、製剤は、ポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニ
ウム－１６、ポリクオタニウム－６８、それらの混合物からなる群から；またはポリクオ
タニウム－４、ポリクオタニウム－６８、およびそれらの混合物らなる群から選択される
ヘアスタイリングポリマーを含む。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、ポリク
オタニウム－４、ポリクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－６８、それらの混合物か
らなる群から；またはポリクオタニウム－４、ポリクオタニウム－６８、およびそれらの
混合物からなる群から選択されるヘアスタイリングポリマーを含む。
【０１８４】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、製剤の総重量で０．５ｗｔ％未満のカチ
オン性ヘアスタイリングポリマーを含む。
【０１８５】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、両性または両性イオン性ヘアスタイリン
グポリマーを含む。少なくとも一つの実施形態において、両性または両性イオン性ヘアス
タイリングポリマーは、アルキルアクリルアミド、アルキルアミノアルキルメタクリレー
ト、ならびにアクリル酸およびメタクリル酸、および必要であればそれらのエステルから
の二つ以上のモノマーから形成されるコポリマー、特にオクチルアクリルアミド、アクリ
ル酸、ブチルアミノエチルメタクリレート、メチルメタクリレートおよびヒドロキシプロ
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ピルメタクリレートからのコポリマー（オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチル
アミノエチルメタクリレートコポリマー、例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製のＡｍｐｈｏ
ｍｅｒ（登録商標））；第四級アミノ基を持つ第１のタイプのモノマーの少なくとも一つ
、および酸性基を持つ第２のタイプのモノマーの少なくとも一つから形成されるコポリマ
ー；脂肪アルコールアクリレート、アルキルアミンオキシドメタクリレート、ならびにア
クリル酸およびメタクリル酸、および必要であればアクリル酸エステルおよびメタクリル
酸エステルから選択される少なくとも一つのモノマーからのコポリマー、特に、ラウリル
アクリレート、ステアリルアクリレート、エチルアミンオキシドメタクリレート、ならび
にアクリル酸およびメタクリル酸、および必要であればそれらのエステルから選択される
少なくとも一つのモノマーのコポリマー；メタクリロイルエチルベタイン、およびメタク
リル酸およびメタクリル酸エステルから選択される少なくとも一つのモノマーからのコポ
リマー；アクリル酸、メチルアクリレートおよびメタクリルアミドプロピルトリメチルア
ンモニウムクロリドからのコポリマー（ポリクオタニウム－４７）；アクリルアミドプロ
ピルトリメチルアンモニウムクロリドおよびアクリレートからのコポリマー、またはアク
リルアミド、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、２－アミドプロ
ピルアクリルアミドスルホネートおよびジメチルアミノプロピルアミンからのコポリマー
（ポリクオタニウム－４３）；第四級クロトノイルベタインまたは第四級クロトノイルベ
タインエステルから生成可能なオリゴマーまたはポリマーからなる群から選択される。少
なくとも一つの実施形態において、製剤は、両性または両性イオン性ラテックスヘアスタ
イリングポリマーを含む。少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマ
ーは、ポリクオタニウム－４７、オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノ
エチルメタクリレートコポリマー、およびそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１８６】
　ヘアスタイリング製剤は、アニオン性ヘアスタイリングポリマーを含んでもよい。少な
くとも一つの実施形態において、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、（メタ）アク
リル酸の二つ以上のモノマーまたはそれらの単純エステルの一つのアクリレートコポリマ
ー（例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製Ｂａｌａｎｃｅ（登録商標）ＣＲ）；ブチルアクリ
レート、メチルメタクリレート、メタクリル酸、エチルアクリレートおよびヒドロキシエ
チルメタクリレートのコポリマーであるものを含むアクリレート／ヒドロキシエステルア
クリレートコポリマー（例えば、Ｄｏｗ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ製Ａｃｕｄｙｎｅ
（商標）１０００）；アクリル酸、エチルアクリレート、およびＮ－ｔｅｒｔ－ブチルア
クリルアミドのターポリマー；架橋または非架橋ビニルアセテート／クロトン酸コポリマ
ー；ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート、エチルアクリレート、およびメタクリル酸のターポ
リマー；ナトリウムポリスチレンスルホネート；ビニルアセテート、クロトン酸、および
ビニルプロピオネートのコポリマー；ビニルアセテート、クロトン酸、およびビニルネオ
デカノエートのコポリマー；アミノメチルプロパノール／アクリレートコポリマー；ビニ
ルピロリドン、ならびにアクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステルおよびメタクリ
ル酸エステルの中から選択される少なくとも一つのさらなるモノマーのコポリマー；メチ
ルビニルエーテルおよびマレイン酸モノアルキルエステルのコポリマー；アリルメタクリ
レート、ならびにアクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エ
ステルの中から選択される少なくとも一つのさらなるモノマーのコポリマーのアミノメチ
ルプロパノール塩；エチルアクリレートおよびメタクリル酸の架橋コポリマー；ビニルア
セテート、モノ－ｎ－ブチルマレエート、およびイソボルニルアクリレートのコポリマー
；アクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステルの中から
選択される二つ以上のモノマーのコポリマー、オクチルアクリルアミド、ならびにアクリ
ル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステルの中から選択され
る少なくとも一つのモノマーのコポリマー；ジグリコール、シクロヘキサンジメタノール
、イソフタル酸、およびスルホイソフタル酸のポリエステル；ポリウレタン；ならびにポ
リウレタンおよびアクリレートのコポリマー、例えば、ポリウレタン－１４／ＡＭＰ－ア
クリレートポリマーブレンド（例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製ＤｙｎａｍＸ（登録商標
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））からなる群から選択される。好適なポリエステルポリマーには、ポリエステル－５ポ
リマー、例えば、ＡＱ（登録商標）４８　Ｕｌｔｒａ　Ｐｏｌｙｍｅｒ、（ジグリコール
／ＣＨＤＭ／イソフタレート／ＳＩＰコポリマー［ジエチレングリコール、１，４－シク
ロヘキサンジメタノール、ならびにイソフタル酸およびスルホイソフタル酸の単純エステ
ルのコポリマー］）、ＡＱ（登録商標）５５Ｓ、およびＡＱ（登録商標）３８Ｓが挙げら
れる（全てＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ製）。また、ポリビニル
メタクリル酸／マレイン酸コポリマー（ＩＳＰ製Ｏｍｎｉｒｅｚ（登録商標）２０００）
も好適である。アニオン性ラテックスヘアスタイリングポリマーもまた好適である。少な
くとも一つの実施形態において、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、ポリウレタン
－１（例えば、ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉｓｅｔ（登録商標）Ｐ．Ｕ．Ｒ．）、ポリウレタン－
１４／ＡＭＰ－アクリレートコポリマーブレンド（例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製Ｄｙ
ｎａｍＸ（登録商標））、（メタ）アクリル酸の二つ以上のモノマーまたはそれらの単純
エステルの一つのアクリレートコポリマー（例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製Ｂａｌａｎ
ｃｅ（登録商標）ＣＲ）、およびそれらの混合物からなる群から選択される。少なくとも
一つの実施形態において、アニオン性ヘアスタイリングポリマーはポリウレタン－１であ
る。
【０１８７】
　製剤は、非イオン性ヘアスタイリングポリマーを含んでもよい。少なくとも一つの実施
形態において、製剤は、以下のモノマーの少なくとも一つのから形成されるホモポリマー
またはコポリマーである非イオン性ヘアスタイリングポリマーを含む：ビニルピロリドン
、ビニルカプロラクタム、ビニルエステル（例えば、ビニルアセテート、ビニルアルコー
ルなど）、アクリルアミド、メタクリルアミド、アルキル－およびジアルキルアクリルア
ミド、アルキル－およびジアルキルメタクリルアミド、アルキルアクリレート、アルキル
メタクリレート、プロピレングリコールまたはエチレングリコール（これらのモノマーの
アルキル基は、Ｃ１～Ｃ７アルキル基またはＣ１～Ｃ３アルキル基であってもよい）。少
なくとも一つの実施形態において、製剤は、ビニルカプロラクタム、ビニルピロリドン、
Ｎ－ビニルホルムアミド、およびそれらの混合物からなる群から選択されるホモポリマー
を含む。少なくとも一つの実施形態において、非イオン性ヘアスタイリングポリマーは、
ビニルピロリドンおよびビニルアセテートのコポリマー、ビニルピロリドン、ビニルアセ
テートおよびビニルプロピオネート、ポリアクリルアミドのターポリマー；ポリビニルア
ルコールおよびポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールコポリマー；ならび
にそれらの混合物からなる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、非イ
オン性ヘアスタイリングポリマーは、ポリビニルピロリドン／ジメチルアミノプロピルア
ミノアクリレートコポリマー（ＩＳＰ製Ａｑｕａｆｌｅｘ（登録商標）ＳＦ４０）；イソ
ブチレンエチルマレインイミド／ヒドロキシエチルマレインイミドコポリマー（ＩＳＰ製
Ａｑｕａｆｌｅｘ（登録商標）ＦＸ６４）；ビニルカプロラクタム／ポリビニルピロリド
ン／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー（ＩＳＰ製Ａｄｖａｎｔａｇｅ（登
録商標））；およびそれらの混合物からなる群から選択される。非イオン性ラテックスヘ
アスタイリングポリマーもまた好適である。少なくとも一つの実施形態において、非イオ
ン性ヘアスタイリングポリマーは、ポリビニルピロリドン（Ｋ９０、８５、８０、６０、
３０）、ポリビニルピロリドン／ビニルアセテートコポリマー（ＰＶＰ／ＶＡ　６４）、
ビニルピロリドン、メタクリルアミド、およびビニルイミダゾールのターポリマー（例え
ば、ＢＡＳＦ製Ｌｕｖｉｓｅｔ（登録商標）Ｃｌｅａｒ）、ならびにそれらの混合物から
なる群から選択される。少なくとも一つの実施形態において、非イオン性ヘアスタイリン
グポリマーは、ＰＶＰ　Ｋ６０、３０、およびＰＶＰ／ＶＡ　３７／６４からなる群から
選択される。少なくとも一つの実施形態において、非イオン性ヘアスタイリングポリマー
は、ＰＶＰ　Ｋ６０およびＰＶＰ／ＶＡ　３７／６４からなる群から選択される。
【０１８８】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、アニオン性ラテックスヘアスタイリング
ポリマーを含む。少なくとも一つの実施形態において、アニオン性ラテックスヘアスタイ
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リングポリマーは、ウレタンベースのポリマー、例えばポリウレタン－３４（Ｂａｙｅｒ
製Ｂａｙｃｕｓａｎ（登録商標））である。ポリウレタン－３４は、ＥＰ２１０５１２７
Ａ１に記載されている。少なくとも一つの実施形態において、ヘアスタイリングポリマー
は、ラテックスヘアスタイリングポリマーポリウレタン－３４である。
【０１８９】
　少なくとも一つの実施形態において、アニオン性ヘアスタイリングポリマーおよび／ま
たはカチオン性ヘアスタイリングポリマーは、中和されたまたは部分的に中和された形態
で存在する。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、水酸化カリウム、水酸化ナト
リウム、トリイソプロパノールアミン（ＴＩＰＡ）、２－アミノブタノール、２－アミノ
メチルプロパノール（ＡＭＰ）、アミノエチルプロパンジオール、ジメチルステアラミン
（Ａｒｍｅｅｎ　１８Ｄ）、ケイ酸ナトリウム、テトラヒドロキシプロピルエチレンジア
ミン（Ｎｅｕｔｒｏｌ（登録商標）ＴＥ）、アンモニア（ＮＨ３）、トリエタノールアミ
ン、トリメチルアミン（Ｔｒｉｓ　Ａｍｉｎｏ　Ｕｌｔｒａ）、アミノメチルプロパンジ
オール（ＡＭＰＤ）、およびそれらの混合物からなる群から選択される中和剤を含む。少
なくとも一つの実施形態において、中和剤は、２－アミノメチルプロパノールである。
【０１９０】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は０ｃＰｓ～２０，０００ｃＰｓの粘度を有
する。少なくとも一つの実施形態において、製剤は、０．１ｃＰｓ～１０，０００ｃＰｓ
、または１ｃＰｓ～５，０００ｃＰｓ、または５ｃＰｓ～３，５００ｃＰｓの粘度を有す
る。粘度測定条件は、上記の定義セクションに定義されている。粘度は、液だれ防止の理
由のために重要であり得る。液だれは、利用者に不便となり得る。さらに、より粘性の製
剤は計量分注に有用であり得る。少なくとも一つの実施形態において、製剤は０ｃＰｓ～
１，０００ｃＰｓの粘度を有する。この粘度範囲は、製剤が洗顔料の形態である場合、皮
膚上での分散の必要性および洗い流す能力の点で有利である。
【０１９１】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は粘度調節物質をさらに含む。粘度調節物質
は、好ましくは増粘ポリマーである。
【０１９２】
　少なくとも一つの実施形態において、増粘ポリマーは、アクリルアミドメチルプロパン
スルホン酸（ＡＭＰＳ（登録商標）、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ）に基づくポリマーである。これ
らのポリマーは、ｐＨ値が７以下でさえ良好な増粘性能を示す。特に好ましくは、増粘ポ
リマーは、アクリルアミドメチルプロパンスルホン酸およびその塩のホモポリマーまたは
コポリマーからなる群から選択される。今述べたポリマーのうち、次に、優先されるのは
アクリルアミドメチルプロパンスルホン酸および／またはその塩に対する単位の少なくと
も２０ｍｏｌ％を有するポリマー、および特に優先されるのは、アクリルアミドメチルプ
ロパンスルホン酸および／またはその塩に基対する単位の少なくとも５０ｍｏｌ％を有す
るポリマーである（モル数量は、それぞれの場合においてポリマー全体に関する）。コポ
リマー、ならびにアクリルアミドメチルプロパンスルホン酸および／またはその塩に対す
る構造単位の場合、好ましくは、以下のコモノマーに対する一つまたは複数の構造単位は
、コポリマー中に存在する：アクリル酸、メタクリル酸、アクリルアミド、ジメチルアク
リルアミド、ビニルピロリドン（ＶＰ）、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエ
チルメタクリレート、エトキシル化アルコールＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（ここで、
Ｒは１２～３０個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｍは３～３０の数であり、およ
びＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯ－（ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯ）ｎＸ（ここで、ｎは０～１０の数で
あり、Ｘは対イオンであり、好ましくはＨ＋、Ｎａ＋および／またはＮＨ４

＋である）の
アクリルエステルまたはメタクリルエステル。アクリルアミドメチルプロパンスルホン酸
およびその塩のホモポリマーまたはコポリマーからなる群から選択されるポリマーは、架
橋または非架橋であってもよい。架橋の場合、それらは、２個以上のオレフィン二重結合
を有するモノマーに対する構造単位を含有する。架橋の場合、ポリマー全体に対して、そ
のような構造単位の好ましくは０．１～１０ｍｏｌ％がホモポリマーまたはコポリマー中
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に存在する。アクリルアミドメチルプロパンスルホン酸および／またはその塩のホモポリ
マーまたはコポリマー中のアクリルアミドメチルプロパンスルホン酸および／またはその
塩に対する一つまたは複数の構造単位が、Ｈ＋以外の一つまたは複数の対イオンを有する
場合、これらの他の対イオンは、Ｎａ＋およびＮＨ４

＋からなる群から好ましくは選択さ
れる。好適なポリマーは、ＥＰ０８１６４０３、ＥＰ１０６９１４２、ＥＰ１１１６７３
３およびＤＥ１０　２００９　０１４８７７（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、ＥＰ１３４７７３６
（Ｌ’Ｏｒｅａｌ）またはＥＰ１４９６０８１（Ｓｅｐｐｉｃ）を含む公報で言及されて
いる。例には、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＡＶＣ（アンモニウムアクリロイルジ
メチルタウレート／ＶＰコポリマー）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＡＶＳ（ナト
リウムアクリロイルジメチルタウレート／ＶＰクロスポリマー）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ
（登録商標）ＴＡＣ（アンモニウムアクリロイルジメチルタウレートカルボキシエチルア
クリレートクロスポリマー）、Ｈｏｓｔａｃｅｒｉｎ（登録商標）ＡＭＰ５（アンモニウ
ムポリアクリロイルジメチルタウレート）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＨＭＢ（
アンモニウムアクリロイルジメチルタウレート／Ｂｅｈｅｎｅｔｈ－２５メタクリレート
クロスポリマー）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＢＬＶ（アンモニウムアクリロイ
ルジメチルタウレート／Ｂｅｈｅｎｅｔｈ－２５メタクリレートクロスポリマー）、Ａｒ
ｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＨＭＳ（アンモニウムアクリロイルジメチル－タウレート
／Ｓｔｅａｒｅｔｈ－２５メタクリレートクロスポリマー）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登
録商標）ＳＮＣ（アンモニウムアクリロイルジメチルタウレート／Ｓｔｅａｒｅｔｈ－８
メタクリレートコポリマー）、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＬＮＣ（アンモニウム
アクリロイルジメチルタウレート／Ｌａｕｒｅｔｈ－７メタクリレートコポリマー）また
はＳｅｐｉｎｏｖ（登録商標）ＥＭＴ１０（ヒドロキシエチルアクリレート／ナトリウム
アクリロイルジメチルタウレートコポリマー）、Ｓｅｐｉｇｅｌ（登録商標）３０５が挙
げられる。
【０１９３】
　少なくとも一つの実施形態において、増粘ポリマーは、アクリル酸およびメタクリル酸
から選ばれる少なくとも一つの第１のモノマータイプ、ならびにアクリル酸のエステルお
よびエトキシル化脂肪アルコールから選ばれる少なくとも一つの第２のモノマータイプの
コポリマー；架橋ポリアクリル酸；アクリル酸およびメタクリル酸から選ばれる少なくと
も一つの第１のモノマータイプ、ならびにＣ１０～Ｃ３０アルコールとのアクリル酸のエ
ステルから選ばれる少なくとも一つの第２のモノマータイプの架橋コポリマー；アクリル
酸およびメタクリル酸から選ばれる少なくとも一つの第１のモノマータイプ、ならびにイ
タコン酸のエステルおよびエトキシル化脂肪アルコールから選ばれる少なくとも一つの第
２のモノマータイプのコポリマー；アクリル酸およびメタクリル酸から選ばれる少なくと
も一つの第１のモノマータイプ、イタコン酸のエステルおよびエトキシル化Ｃ１０～Ｃ３

０アルコールから選ばれる少なくとも一つの第２のモノマータイプ、ならびにＣ１～Ｃ４

アミノアルキルアクリレートから選ばれる第３のモノマータイプのコポリマー；アクリル
酸、メタクリル酸、アクリルエステルおよびメタクリルエステルから選ばれる二つ以上の
モノマーのコポリマー；ビニルピロリドンおよびアンモニウムアクリロイルジメチルタウ
レートのコポリマー；アンモニウムアクリロイルジメチルタウレート、ならびにメタクリ
ル酸のエステルおよびエトキシル化脂肪アルコールから選ばれるモノマーのコポリマー；
ヒドロキシエチルセルロース；ヒドロキシプロピルセルロース；ヒドロキシプロピルグア
ー；グリセリルポリアクリレート；グリセリルポリメタクリレート；少なくとも一つのＣ

２－、Ｃ３－またはＣ４アルキレンおよびスチレンのコポリマー；ポリウレタン；ヒドロ
キシプロピルデンプンリン酸；ポリアクリルアミド；デカジエンで架橋された無水マレイ
ン酸およびメチルビニルエーテルのコポリマー；イナゴマメ種子粉；グアーガム；キサン
タン；デヒドロキサンタン；カラギーナン；カラヤガム；加水分解コーンスターチ；ポリ
エチレンオキシド、脂肪アルコール、および飽和メチレンジフェニルジイソシアネートの
コポリマー（例えば、ＰＥＧ－１５０／ステアリルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー）；
ならびにそれらの混合物からなる群から選択される。
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【０１９４】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、２．０～１２．０、好ましくは３．０～
９．０、より好ましくは４．５～７．５のｐＨ値を有する。ｐＨ値を変えることにより、
種々の適用に適した製剤が利用できるようになる。
【０１９５】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、アルカリ化剤またはｐＨ調整剤を含む。
少なくとも一つの実施形態において、アンモニアまたは苛性ソーダは好適であるが、有機
および無機塩基の水溶性の生理学的に容認できる塩も検討することができる。任意選択的
に、ｐＨ調整剤は、炭酸水素アンモニウム、アンモニア、モノエタノールアミン、炭酸ア
ンモニウムから選択される。少なくとも一つの実施形態において、アルカリ化剤は、２－
アミノ－２－メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジ
オール、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール、トリス（ヒドロキシル－
メチル）－アミノメタン、２－アミノ－１－ブタノール、トリス－（２－ヒドロキシプロ
ピル）－アミン、２，２－イミノビスエタノール、リジン、イミノウレア（炭酸グアニジ
ン）、テトラヒドロ－１，４－オキサジン、２－アミノ－５－グアニジン－バレリアン酸
、２－アミノエタンスルホン酸、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチ
ルエタノールアミン、イソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、トリイソプ
ロパノールアミン、グルカミン、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウムお
よび酸化マグネシウム、ならびにそれらの混合物からなる群から選択される。
【０１９６】
　酸性ｐＨ値を確立するために、酸を含むことができる。少なくとも一つの実施形態にお
いて、製剤は、塩酸、リン酸、酢酸、ギ酸、硫酸、塩酸、クエン酸、およびそれらの混合
物からなる群から選択される酸を含む。高い消費者受容があるという点で、クエン酸が最
も好ましい。少なくとも一つの実施形態において、酸性ｐＨは、リン酸緩衝液、ＴＲＩＳ
緩衝液またはクエン酸緩衝液などの緩衝液で調整される。緩衝液は、単独でまたは酸と組
み合わせて使用されてもよい。
【０１９７】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は液体形態である。代替の実施形態において
、製剤は固体形態である。任意選択的に、製剤は粉末または顆粒形態である。これは、典
型的には長距離には重い液体を輸送する必要がないという点で有利であり、経済的および
環境的利益を有する。固体形態は、製剤の噴霧乾燥またはロータリエバポレーターの使用
により達成することができる。製剤は、輸送された後に、水を添加することにより液体形
態に変換することができる。
【０１９８】
　少なくとも一つの実施形態において、組成物は、シャンプー、ボディウォッシュ、洗顔
料、フェイスマスク、バブルバス、インティメートウォッシュ、バスオイル、クレンジン
グミルク、ミセルウォーター、メイク落とし、クレンジングワイプ、ヘアマスク、香料、
液体ソープ、シェービングソープ、シェービングフォーム、クレンジングフォーム、デイ
クリーム、アンチエイジングクリーム、ボディミルク、ボディローション、ボディムース
、フェイスセラム、アイクリーム、日焼け止めローション、サンクリーム、フェイスクリ
ーム、アフターシェーブローション、プレシェーブクリーム、脱毛クリーム、美白ゲル、
セルフタンニングクリーム、抗ニキビゲル、マスカラ、ファンデーション、プライマー、
コンシーラー、チーク、ブロンザー、ブレミッシュバーム（ｂｂ）クリーム、アイライナ
ー、ナイトクリーム、アイブロウゲル、ハイライター、リップステイン、手指消毒剤、ヘ
アオイル、除光液、コンディショナー、ヘアスタイリングゲル、ヘアスタイリングクリー
ム、縮毛矯正セラム、頭皮トリートメント、毛髪着色剤、枝毛修復液（ｓｐｌｉｔ　ｅｎ
ｄ　ｆｌｕｉｄ）、消臭剤、制汗剤、ベビークリーム、防虫剤、ハンドクリーム、日焼け
止めゲル、フットクリーム、角質除去剤、ボディスクラブ、セルライトトリートメント、
固形石鹸、キューティクルクリーム、リップバーム、ヘアトリートメント、アイシャドウ
、入浴剤、ボディミスト、オードトワレ、マウスウォッシュ、練り歯磨き、潤滑ゲル、保
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湿剤、セラム、トナー、アクアソルベ（ａｑｕａ　ｓｏｒｂｅｔ）、クリームゲル、スタ
イリングムース、ドライシャンプー、口紅、リップグロス、ハイドロアルコールジェル、
ボディオイル、シャワーミルク、イルミネーター、リップクレヨン、ヘアスプレー、コー
ミングクリーム、およびサンブロックからなる群から選択される。
【０１９９】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は家庭用洗浄製剤である。
【０２００】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は食器手洗い用製剤である。少なくとも一つ
の実施形態において、食器手洗い用製剤は、アニオン性界面活性剤を含む。少なくとも一
つの実施形態において、食器手洗い用製剤は、５ｗｔ％～２５ｗｔ％のアニオン性界面活
性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、食器手洗い用製剤は、少なくとも一つ
のアニオン性界面活性剤、および非イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、または両性イ
オン性界面活性剤から選択されるさらなる界面活性剤を含む界面活性剤系を含む。好まし
くは、食器手洗い用製剤は、ココアミドプロピルベタインまたはアミンオキシドを含む。
好ましくはアミンオキシドは、ラウリルアミンオキシド、ココイルアミンオキシド、また
はその組み合わせである。少なくとも一つの実施形態において、食器手洗い用製剤のｐＨ
値は、ｐＨ５．０～ｐＨ１０、好ましくはｐＨ５．５～９．０の間である。アミンオキシ
ドを含む食器手洗い用製剤の場合、食器手洗い用製剤は、好ましくはｐＨ７．５～ｐＨ９
．５、最も好ましくはｐＨ８．０～ｐＨ９．０の間のｐＨを有する。
【０２０１】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は硬質表面クリーナーである。少なくとも一
つの実施形態において、硬質表面クリーナーは、アニオン性界面活性剤を含む。少なくと
も一つの実施形態において、硬質表面クリーナーは、１ｗｔ％～１０ｗｔ％のアニオン性
界面活性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、硬質表面クリーナーは、非イオ
ン性界面活性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において、硬質表面クリーナーは、１
ｗｔ％～１０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤を含む。少なくとも一つの実施形態において
、硬質表面クリーナーは、少なくとも一つのアニオン性界面活性剤、ならびに非イオン性
界面活性剤、両性界面活性剤、および両性イオン性界面活性剤、またはそれらの組み合わ
せから選択されるさらなる界面活性剤を含む界面活性剤系を含む。好ましくは、硬質表面
クリーナーは、直鎖アルキルベンゼンスルホネートおよび脂肪アルコールエトキシレート
を含む。少なくとも一つの実施形態において、硬質表面クリーナーのｐＨ値は、ｐＨ５．
０～ｐＨ１１の間、好ましくはｐＨ６．０～ｐＨ９．０である。
【０２０２】
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は、一つまたは複数の界面活性剤を含む液体
洗濯洗剤製剤である。好ましくは、液体洗濯洗剤製剤の一つまたは複数の界面活性剤は、
アニオン性、非イオン性、カチオン性、および両性イオン性界面活性剤からなる群、なら
びにより好ましくはアニオン性、非イオン性、および両性イオン性界面活性剤からなる群
から選択される。
【０２０３】
アニオン性界面活性剤
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はアニオン性界面活性剤を含む。アニオン性
界面活性剤は、家庭用洗浄製剤などの洗浄製剤において特に有用である。好ましいアニオ
ン性界面活性剤は、アルキルスルホネートおよびアルキルエーテルスルフェートである。
【０２０４】
　好ましいアルキルスルホネートは、アルキルベンゼンスルホネート、特にＣ８～Ｃ１５
のアルキル鎖長を有する直鎖アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）である。濃厚物ア
ルカリ液に対する可能性のある対イオンは、アンモニウムイオン（例えば、一つまたは複
数のエタノールアミン、例えばモノエタノールアミン（ＭＥＡ）およびトリエタノールア
ミン（ＴＥＡ）でアルキルベンゼンスルホン酸を中和して生成されるもの）、またはある
いは、アルカリ金属（例えば、アルカリ水酸化物によるアルキルベンゼンスルホン酸の中
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和から生じるもの）である。直鎖アルキルベンゼンスルホネート界面活性剤は、好ましく
は８～１５、およびより好ましくは１２～１４のアルキル鎖長を有するＬＡＳであっても
よい。好ましいアルキルエーテルスルフェート（ＡＥＳ）は、アルキルポリエトキシレー
トスルフェートアニオン性界面活性剤である。
【０２０５】
非イオン性界面活性剤
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は非イオン性界面活性剤を含む。非イオン性
界面活性剤には、第一級および第二級アルコールエトキシレート、特に、アルコール１モ
ルあたり平均１～２０モルのエチレンオキシドでエトキシル化されたＣ８～Ｃ２０脂肪族
アルコール、ならびにより具体的には、アルコール１モルあたり平均１～１０モルのエチ
レンオキシドでエトキシル化されたＣ１０～Ｃ１５第一級および第二級脂肪族アルコール
が挙げられる。非エトキシル化非イオン性界面活性剤には、アルキルポリグリコシド、グ
リセロールモノエーテル、およびポリヒドロキシアミド（グルカミド）が挙げられる。非
イオン性界面活性剤の混合物が使用されてもよい。
【０２０６】
　その中に含まれる場合、家庭用洗浄製剤、特に液体洗濯洗剤製剤は、アルコールエトキ
シレート、ノニルフェノールエトキシレート、アルキルポリグリコシド、アルキルジメチ
ルアミンオキシド、エトキシル化脂肪酸モノエタノールアミド、脂肪酸モノエタノールア
ミド、ポリヒドロキシアルキル脂肪酸アミド、グルコサミンのＮ－アシルＮ－アルキル誘
導体（「グルカミド」）、またはそれらの組み合わせなどの、０．２ｗｔ％～４０ｗｔ％
、より好ましくは１ｗｔ％～２０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤を好ましくは含む。使用
され得る非イオン性界面活性剤には、第一級および第二級アルコールエトキシレート、特
に、アルコール１モルあたり平均１～３５モルのエチレンオキシドでエトキシル化された
Ｃ８～Ｃ２０脂肪族アルコール、ならびにより具体的には、アルコール１モルあたり平均
１～１０モルのエチレンオキシドでエトキシル化されたＣ１０～Ｃ１５第一級および第二
級脂肪族アルコールが挙げられる。
【０２０７】
両性イオン性界面活性剤
　少なくとも一つの実施形態において、製剤は両性イオン性界面活性剤を含む。液体洗濯
洗剤製剤は、好ましくは液体洗濯洗剤製剤の総重量に対して最大１０ｗｔ％の量で、両性
イオン性界面活性剤、例えばアミンオキシドまたはベタインを含むことができる。
【０２０８】
　ベタインは、アルキル基がＣ１２～１８鎖を有するアルキルジメチルベタインまたはア
ルキルアミドベタインであってもよい。
【０２０９】
追加の界面活性剤
　少なくとも一つの実施形態において、液体洗濯洗剤製剤は、アニオン性界面活性剤、非
イオン性界面活性剤、およびそれらの混合物からなる群から選択される界面活性剤を含み
、好ましくは界面活性剤は、直鎖アルキルベンゼンスルホネート、アルキルエーテルスル
フェート、非イオン性界面活性剤、アミンオキシドおよびベタインからなる群から選択さ
れ、より好ましくは、直鎖アルキルベンゼンスルホネート、アルキルエーテルスルフェー
ト、および非イオン性界面活性剤からなる群から選択される。
【０２１０】
　好ましいＬＡＳ、ＡＥＳ、および非イオン性界面活性剤以外の界面活性剤が、第６の態
様による製剤に添加されてもよい。
【０２１１】
　あまり好ましくはないが、いくつかのアルキルスルフェート界面活性剤、特に非エトキ
シル化Ｃ１２～１５第一級および第二級アルキルスルフェートが使用されてもよい。石鹸
も使用することができる。石鹸のレベルは、好ましくは１０ｗｔ％未満である。
【０２１２】
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　好ましくは、液体洗濯洗剤製剤中の一つまたは複数の界面活性は、それぞれの場合にお
いて液体洗濯洗剤製剤の総重量を基準として少なくとも５ｗｔ％、より好ましくは５ｗｔ
％～６５ｗｔ％、さらにより好ましくは６～６０ｗｔ％、および非常に好ましくは７ｗｔ
％～５５ｗｔ％の量で存在する。
【０２１３】
さらなる任意選択の成分
　家庭用洗浄製剤は、一つまたは複数の任意選択の成分を含んでもよく、例えば家庭用洗
浄製剤は、洗剤組成物、特に洗濯洗剤組成物において一般に使用されている従来の成分を
含んでもよい。任意選択の成分の例には、ビルダー、漂白剤、漂白活性化合物、漂白活性
剤、漂白触媒、フォトブリーチ、色移り抑制剤、着色防止剤、再汚染防止剤、分散剤、柔
軟剤および帯電防止剤、蛍光増白剤、酵素、酵素安定化剤、泡調節剤、消泡剤、悪臭低減
剤、防腐剤、殺菌剤、ヒドロトロープ、繊維滑剤、縮み防止剤、緩衝剤、芳香剤、加工助
剤、着色料、染料、顔料、耐食剤、充填剤、安定剤、ならびに洗浄組成物または洗濯洗剤
組成物用の他の従来の成分が挙げられるが、これらに限定されない。
【０２１４】
ポリマー
　洗浄力強化のために、家庭用洗浄製剤、特に液体洗濯洗剤製剤においてポリマーを使用
することが有利であり得る。このポリマーは、好ましくはポリアルコキシル化ポリエチレ
ンイミン（ＥＰＥＩ）である。ポリエチレンイミンは、エチレンイミン単位－ＣＨ２ＣＨ

２ＮＨ－からなる材料であり、および、分岐している場合、窒素上の水素がエチレンイミ
ン単位の別の鎖により置換されている。これらのポリエチレンイミンは、二酸化炭素、亜
硫酸水素ナトリウム、硫酸、過酸化水素、塩酸、酢酸等などの触媒の存在下で、エチレン
イミンを例えば重合して調製することができる。これらのポリアミン骨格を調製するため
の特定の方法は、ＵＳ２，１８２，３０６、ＵＳ３，０３３，７４６、ＵＳ２，２０８，
０９５、ＵＳ２，８０６，８３９、およびＵＳ２，５５３，６９６に開示されている。
【０２１５】
　家庭用洗浄製剤、特に液体洗濯洗剤製剤は、他のポリマー材料、例えば、色移り抑制ポ
リマー、再汚染防止ポリマー、および木綿用汚れ放出ポリマー、特に改変されたセルロー
ス材料に基づくものを含んでもよい。特に、ＥＰＥＩが存在しない場合、製剤は、ポリエ
チレングリコールおよびビニルアセテートのポリマー、例えば、ＷＯ２００７／１３８０
５４に記載されている軽度グラフトコポリマーをさらに含んでもよい。ビニルエステル成
分の重合により形成されるグラフトベースおよび側鎖としての水溶性ポリアルキレンオキ
シドに基づくそのような両親媒性グラフトポリマーは、油性汚染除去の高いレベルを維持
しながら界面活性剤レベルの低下を可能する能力を有する。
【０２１６】
ヒドロトロープ
　少なくとも一つの実施形態において、製剤はヒドロトロープを含む。本明細書において
「ヒドロトロープ」は、水でも従来の界面活性剤でもない、液体中の界面活性剤ならびに
他の成分、特に、任意のポリマーおよび／または金属イオン封鎖剤の可溶化を助けて、液
体を等方性にする溶剤である。ヒドロトロープは、家庭用洗浄製剤において特に有用であ
る。適切なヒドロトロープのうち、以下は注目すべきである：モノプロピレングリコール
（ＭＰＧ）、グリセロール、ナトリウムクメンスルホネート、エタノール、他のグリコー
ル、例えばジプロピレングリコール、ジエーテルおよび尿素。ＭＰＧおよびグリセロール
は、好ましいヒドロトロープである。
【０２１７】
酵素
　少なくとも一つの実施形態において、製剤、特に液体洗濯洗剤製剤は酵素を含む。少な
くとも一つの実施形態において、酵素は、プロテアーゼ、マンナナーゼ、ペクチン酸リア
ーゼ、クチナーゼ、エステラーゼ、リパーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、およびそれらの
組み合わせからなる群から選択される。あまり好ましくない追加の酵素は、ペルオキシダ



(50) JP 6826134 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

ーゼおよびオキシダーゼから選択され得る。酵素は、対応する酵素安定剤と共に好ましく
は存在する。製剤中の合計酵素含有量は、製剤の総重量で好ましくは０ｗｔ％～５ｗｔ％
、より好ましくは０．５ｗｔ％～５ｗｔ％、およびさらにより好ましくは１ｗｔ％～４ｗ
ｔ％である。
【０２１８】
金属イオン封鎖剤
　金属イオン封鎖剤は、製剤、特に家庭用洗浄製剤中に好ましくは含まれる。好ましい金
属イオン封鎖剤には、ＴｈｅｒｍｐｈｏｓからＤＥＱＵＥＳＴ（商標）で入手可能な有機
ホスホネート、アルカンヒドロキシホスホネート、およびカルボキシレートが挙げられる
。好ましい金属イオン封鎖剤レベルは、製剤の総重量で１０ｗｔ％未満、および好ましく
は５ｗｔ％未満である。特に好ましい金属イオン封鎖剤は、例えばＤｅｑｕｅｓｔ２０１
０として販売されているＨＥＤＰ（１－ヒドロキシエチリデン－１，１－ジホスホン酸）
である。また、適切ではあるが、劣った洗浄結果をもたらすことからあまり好ましくない
のは、Ｄｅｑｕｅｓｔ（登録商標）２０６６（ジエチレントリアミンペンタ（メチレン－
ホスホン酸）またはＨｅｐｔａｓｏｄｉｕｍ　ＤＴＰＭＰ）である。
【０２１９】
緩衝剤
　少なくとも一つの実施形態において、製剤、特に液体洗濯洗剤製剤は緩衝剤を含む。例
えばＬＡＳまたは脂肪酸由来のアニオン性界面活性剤の生成のために任意選択的に含まれ
る薬剤に加えて、緩衝剤の存在は、ｐＨコントロールに好ましい。可能性のある緩衝剤は
、一つまたは複数のエタノールアミン、例えばモノエタノールアミン（ＭＥＡ）またはト
リエタノールアミン（ＴＥＡ）である。それらは、製剤中１．０～１５ｗｔ％のレベルで
好ましくは使用される。他の好適なアミノアルコール緩衝材料は、ＭＥＡを含む、６１ｇ
／ｍｏｌより上の分子量を有する化合物からなる群から選択することができる。好適な材
料にはまた、既に言及された材料に加えて、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパ
ノールアミン、トリイソプロパノールアミン、モノアミノヘキサノール、２－［（２－メ
トキシエチル）メチルアミノ］－エタノール、プロパノールアミン、Ｎメチルエタノール
アミン、ジエタノールアミン、モノブタノールアミン、イソブタノールアミン、モノペン
タノールアミン、１－アミノ－３－（２－メトキシエトキシ）－２－プロパノール、２－
メチル－４－（メチルアミノ）－２－ブタノール、およびそれらの混合物も挙げられる。
【０２２０】
　アミノエタノール緩衝剤の可能性のある代替物は、水酸化ナトリウムまたは水酸化カリ
ウムなどのアルカリ水酸化物である。
【０２２１】
例
　以下の例は、本発明主題をこれに制限することなく例証することを意図するものである
。
【０２２２】
第１の態様の化合物Ｘの合成例
合成例１：Ｎ－オクタノイル－Ｎ－メチル環状グルカミドの調製：
　２５０ｍＬガラスフラスコ（スターラー、滴下漏斗、水分離器、窒素ラインおよび真空
ラインを備えた）に、Ｎ－メチル－グルカミン（０．５０ｍｏｌ）の約４４％水溶液２２
１．８ｇを入れる。撹拌しながら、この溶液を１３５℃まで加熱して水を蒸発させる。次
いで３０ｍｂａｒ真空を１時間、１３５℃で適用する。その後、温度を１６０℃に上昇さ
せ、真空を窒素で破る。予熱したオクタン酸（１２０℃）７２．１ｇ（０．５０ｍｏｌ）
を、Ｎ－メチル－グルカミンのホットメルトにゆっくり添加して、発泡およびゲル相を回
避する。中程度の窒素流により、反応混合物をさらに数（約６）時間撹拌して酸濃度を１
％より低くし（酸価滴定）、反応水をその間ずっと回収する。次いで、熱い混合物を好適
なガラス瓶に詰める。黄褐色の高粘度液体１５０ｇを得る。得られた生成物は、誘導体化
後、ＧＣにより測定した９２％の所望のＮ－オクタノイル－Ｎ－メチル環状グルカミドを
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含有する。
【０２２３】
合成例２：予熱したオクタン酸（１２０℃）（０．５０ｍｏｌ）を予熱したデカン酸（１
２０℃）０．５０ｍｏｌと置き換える以外は、合成例１の通りにステップをたどる。得ら
れた生成物は、誘導体化後、ＧＣにより測定したＮ－デカノイル－Ｎ－メチル環状グルカ
ミドを含有する。
【０２２４】
合成例３：予熱したオクタン酸（１２０℃）（０．５０ｍｏｌ）を予熱した（１２０℃）
デカン酸およびオクタン酸の混合物０．５０ｍｏｌと置き換える以外は、合成例１の通り
にステップをたどる。得られた生成物は、誘導体化後、ＧＣにより測定したＮ－オクタノ
イル－Ｎ－メチル環状グルカミドおよびＮ－デカノイル－Ｎ－メチル環状グルカミドの混
合物を含有する。
【０２２５】
【表１】

【０２２６】
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【表２】

【０２２７】
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【表３－１】

【０２２８】
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【表３－２】

【０２２９】
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【表３－３】
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【０２３０】
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【表３－４】

【０２３１】
【表３－５】

【０２３２】
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【表３－６】

【０２３３】
製剤の使用の例示的方法：
　表３の例１はシャンプー製剤である。本発明のシャンプー製剤は、毛髪または皮膚を洗
浄およびコンディショニングするための従来の方法で使用される。例えば、毛髪または皮
膚を洗浄およびコンディショニングするための組成物の有効量が、好ましくは既に水で濡
らしておいた毛髪または皮膚に適用され、次いで洗い流される。そのような有効量は、概
ね、約１グラム～約５０グラム、好ましくは約１グラム～約２０グラムにわたる。毛髪へ
の適用は、毛髪の大部分または全てが組成物と接触するように、毛髪の至る所に組成物を
機能させることを典型的には含む。例えば、毛髪または皮膚を洗浄およびコンディショニ
ングすることは、ａ）毛髪または皮膚を水で濡らすステップと、ｂ）シャンプー組成物の
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有効量を毛髪または皮膚に適用するステップと、およびｃ）皮膚または毛髪の適用領域を
水ですすぐステップとを含む。これらのステップは、所望のクレンジングおよび／または
コンディショニング効果を達成するために何度でも好きなだけ繰り返すことができる。
【０２３４】
実験１
　細菌の阻害のテストには、上記の表１からの組成物６をブチルポリグリコールに希釈し
、５０℃の液体Ｃａｓｏ－Ａｇａｒに異なる濃度で添加し、ｐＨ７（＋／－０．２）に緩
衝する。酵母およびカビの阻害の検査には、組成物６をブチルポリグリコールに希釈し、
５０℃の液体Ｓａｂｏｕｒａｕｄ－４％Ｄｅｘｔｒｏｓｅ－Ａｇａｒに異なる濃度で添加
し、ｐＨ５．６（＋／－０．２）に緩衝する。各溶液をペトリ皿に注ぎ、それぞれ同量の
細菌、酵母またはカビを播種する。最小阻止濃度（ＭＩＣ）は、各微生物の増殖を阻害す
る組成物６の最低濃度であり、次に最も低い希釈は前記微生物の増殖を阻害しない。
【０２３５】
　実験は、適正な比較が行われ、結論を引き出せるように科学的に公正な条件で実施した
。
【０２３６】
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【表４】

【０２３７】
結論：
　データは、広範囲の微生物に対する組成物６の優れた性能を示している。ＭＩＣ値は、
黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈ．ａｕｒｅｕｓ）、肺炎桿菌（Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎ
ｅｕｍｏｎｉａ）、およびコリネバクテリウムに対して極めて強力である。後者は、ヒト
の身体において大量の汗が作られる領域で見出され、それ故に、組成物６の臭気低減が結
論される。組成物６は、真菌、特に、ヒトの頭皮において見出され、フケの源であるマラ
セチア種に対して強力である。したがって、ヒトの頭皮のフケに対する活性が結論される
。
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【０２３８】
　化合物Ｘの構造は、アミド結合はエステル結合より安定であることから、高／低ｐＨに
対して、同等の市場標準物（カプリル酸ソルビタン、カプリル酸グリセリル）より化学的
に安定である。これにより、性能を損なうことなく適用分野にわたってより広範な範囲で
製剤の使用が可能になる。
【０２３９】
　化合物Ｘの水溶性の向上は、同等の市場標準物には見出されない特徴である。これは、
水を含有する全てのタイプの製剤において成分の調合をより容易にするため、調合者に高
く評価される。化合物Ｘは、各製剤中で沈殿／クリーム状になる可能性が低く、微生物学
的安定性に寄与するだけでなく、製剤の安定性も確保する。
【０２４０】
　化合物Ｘは、比較的高い親水性親油性バランスＨＬＢ値（組成物６＝ＨＬＢ　１０．２
）を有し、これにより、エマルションにおいては非イオン性乳化剤として、およびあらゆ
る種類の製剤においては添加剤用の可溶化剤としての使用が可能になる。
【０２４１】
実験２
　実験１に対して類似の実験を実施した。この第２の実験で使用する組成物は、上記の表
１からの組成物６と組成がほとんど同一であり、成分の正確なレベルがわずかに異なるの
みである。組成物６ａは、本発明の第１の態様による。ここでは、フェノキシエタノール
単独の有効性、および組成物６ａとの組み合わせによる有効性と比べて比較を行う。
【０２４２】

【表５】

【０２４３】
結論：
　データは、列挙された微生物に対する組成物６ａのＭＩＣ、フェノキシエタノールのＭ
ＩＣ、および両方の成分の１：１混合物のＭＩＣを示している。ＭＩＣテストは各生物の
増殖が阻害されるまでの希釈実験から成り、それ故にＭＩＣは低ければ低いほど良い。い
かなる相乗効果もなければ、混合物は両方の未希釈産物の値間に線形補間を与えるはずで
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ある。表５では、全ての生物に対する値は、驚くべきことにバルク材料より低いことがわ
かる。これは相乗効果である。その理由は、混合物が予測された補間より活性であるため
である。このシナジーは、相乗的な防腐剤ブースターなしで使用するには弱すぎる防腐剤
を利用できるだけでなく、防腐剤を節約し、低減した防腐剤量で製剤を保護するのに有益
である。
　なお、本願は、特許請求の範囲に記載の発明に関するものであるが、他の態様として以
下も包含し得る。
１．微生物を阻害するための組成物であって、少なくとも３０ｗｔ％の化合物Ｘまたはそ
の混合物を含み、前記化合物Ｘが式（Ｉ）に従う組成物。
【化２４】

［式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である］
２．水溶液である、上記１に記載の組成物。
３．少なくとも４０ｗｔ％、好ましくは少なくとも５０ｗｔ％、より好ましくは少なくと
も６０ｗｔ％、さらにより好ましくは７０ｗｔ％の化合物Ｘを含む、上記１～２のいずれ
か一つに記載の組成物。
４．ポンプ輸送可能な液体である、上記１～３のいずれか一つに記載の組成物。
５．組成物の粘度が１ｍＰａ．ｓ～２０，０００ｍＰａ．ｓである、上記１～４のいずれ
か一つに記載の組成物。
６．化合物Ｘが式（Ｉ）の化合物の混合物であり、Ｒが－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－（
ＣＨ２）６ＣＨ３である、上記１～５のいずれか一つに記載の組成物。
７．水、グリコール、エタノール、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される
溶剤を含む、上記１～６のいずれか一つに記載の組成物。
８．化合物Ｘ以外に抗菌活性物質を実質的に含まない、上記１～７のいずれか一つに記載
の組成物。
９．上記１～８のいずれか一つに記載の組成物を合成するための方法であって、
（ａ）Ｎ－メチル－グルカミンをオクタン酸、デカン酸またはその混合物と接触させて反
応ブレンドを形成するステップと、
（ｂ）反応ブレンドを加熱して水を蒸発させるステップと、
（ｃ）反応ブレンドを少なくとも１時間反応させるステップと、
（ｄ）任意選択的に、上記１～８のいずれか一つに記載の組成物を単離するステップとを
含む方法。
１０．　－　式（Ｉ）：
【化２５】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物と、
－　抗菌活性物質と



(63) JP 6826134 B2 2021.2.3

10

20

を含む防腐剤濃厚物。
１１．化合物Ｘと抗菌活性物質の重量比が１：９～９：１である、上記１０に記載の濃厚
物。
１２．抗菌活性物質が防腐剤であり、防腐剤が芳香族アルコール、有機酸およびそれらの
塩、ヒドロキシピリドン、アルキルジオール、ハロゲン化化合物、イソチアゾリノン、な
らびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、上記１０～１１のいずれか一つに
記載の濃厚物。
１３．防腐剤ブースターとしての、または抗菌剤としての、式（Ｉ）：
【化２６】

（式中、Ｒは、７個または９個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素鎖である）
による化合物Ｘまたはその混合物の使用。
１４．化合物Ｘが式Ｉによる化合物の混合物であり、Ｒが－（ＣＨ２）８ＣＨ３または－
（ＣＨ２）６ＣＨ３である、上記１３に記載の使用。
１５．上記１～８のいずれか一つに記載の組成物を抗菌活性物質に添加して製剤を形成す
るステップを含む、微生物の作用を低減する方法。
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